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宇コ

ス

モ

ブ

リ

ッ
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宙
へ
の
架
け
橋

ま
る
で
宇そ

ら宙
に

浮
か
ん
で
い
る
か
の
よ
う

心
が
解
き
放
た
れ

異
次
元
の
世
界
へ
と

導
い
て
く
れ
る

そ
ん
な
素
敵
な
場
所
を

知
っ
て
い
ま
す
か

こ
の
橋
に
ま
つ
わ
る

う
わ
さ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

手
を
つ
な
い
で
渡
る
と

幸
せ
に
な
れ
る
そ
う
で
す

み
ん
な
笑
顔
に
な
れ
る
か
ら

ま
た
来
て
み
た
い
と

思
う
か
ら

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
11/25 11/26 11/27 11/28 11/29 11/30 １

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）泗支所
アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）菊中公

６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

すくすく講座
10:30 ～児童セ
６・７カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

農地相談
9:00 ～12:00
13:00 ～16:00
菊池市役所
３・４カ月児健診　
13:10 ～13:30

（受付）七多セ

ママのための
プチ講座
10:30 ～児童セ
３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

第７回菊池市人権
フェスティバル 
9:00 ～菊文館
きくちおはなしのも
りかい
10:30～菊公図
しすいっ子童話会の
おはなし会
11:00～泗　図

９ 10 11 12 13 14 15
育児相談 
9:30 ～10:30

（受付）西部セ
健康相談 
9:30 ～10:30

（受付）菊中公

育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ
年金出張相談
10:00 ～15:00

（要予約）菊中公

弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）旭　公
行政無料相談
10:00 ～12:00
旭　公
すくすく講座
10:30 ～児童セ
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗　公

３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

ママのための
プチ講座
10:30 ～児童セ

おたのしみかい
10:00 ～菊公図
お父さんと作る
はじめてのランチ
10:30 ～児童セ
古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

16 17 18 19 20 21 22
おたのしみ会
14:00 ～泗　図

健康相談　 
9:30 ～10:30

（受付）旭支所
納税相談夜間窓口
～21日まで
～20:00
徴税課

2歳児歯科検診
13:10 ～13:40

（受付）菊文館
認知症サポーター
養成講座
14:00 ～菊福館

すくすく講座
10:30 ～児童セ

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗　公
きくち地域づくり
人育成塾
13:30 ～ 16:00
菊文館
認知症介護家族の
つどい
13:30 ～ 15:30
菊中公

ママのための
プチ講座
10:30 ～児童セ
３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
男女共同参画専門
委員相談
13:30 ～16:30
菊中公

きくち地域づくり
人育成塾
13:30 ～ 16:00
菊池笹乃家

23 24 25 26 27 28 29
軽トラ朝市 
7:00 ～12:00
迎町・中央通り・立
町
青島広志おしゃべ
りコンサート
13:30 ～会場
菊文館

弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊中公
健康相談　 
9:30 ～10:30

（受付）七多セ
行政無料相談
10:00 ～12:00
菊中公
もの忘れ相談会
13:30 ～16:00
菊中公

市役所仕事納め

30 31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5
第41回旭志
元旦マラソン大会
9:30 ～10:00

（受付）旭支所

市役所仕事始め

編
集
後
記

菊文館 菊池市文化会館
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
菊池市福祉会館

七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター
旭憩家 旭志老人憩いの家

旭　公
旭公図

旭志公民館
旭志公民館図書室

泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ12H24.
行事予定

発行・編集

印刷

菊池市役所市長公室
〒 861-1392
熊本県菊池市隈府 888 番地
TEL0968(25)7200
FAX0968(25)2322
ホームページ  http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール  mayor@city.kikuchi.lg.jp
行政メール  kouhou@city.kikuchi.lg.jp

株式会社西川印刷

（
再

生
紙

使
用

）

▼
今
年
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
は
晴

天
に
恵
ま
れ
て
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。昨
年
は
カ
メ
ラ
を
濡
ら

さ
な
い
よ
う
に
必
死
に
撮
影
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
▼
満

開
の
コ
ス
モ
ス
畑
で
撮
影
の
準

備
を
し
て
い
た
ら
、チ
ョ
ウ
が
カ

メ
ラ
で
羽
休
め
。ど
う
し
よ
う
か

と
考
え
て
、飛
ん
で
い
く
ま
で
一

緒
に
休
む
こ
と
に
▼
す
る
と
今

度
は
ミ
ツ
バ
チ
が
肩
で
羽
休
め
。

動
き
た
く
て
も
動
け
ま
せ
ん
で

し
た
▼
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

コ
ス
モ
ブ
リ
ッ
ジ
は
、い
つ
も
と

違
っ
て
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
し

た
。橋
の
上
か
ら
空
を
見
上
げ
る

と
今
に
も
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な

感
覚
に
。ま
る
で
橋
全
体
が
宇
宙

船
の
よ
う
で
し
た
▼「
コ
ス
モ
ス

ブ
リ
ッ
ジ
？
」「
コ
ス
モ
ブ
リ
ッ

ジ
だ
よ
」「
き
れ
い
だ
ね
」「
う
ん
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
れ
い

だ
ね
」「
君
の
こ
と
だ
よ
」「
誰
に

で
も
同
じ
こ
と
言
っ
て
る
ん
で

し
ょ
？
」な
ん
て
会
話
が
聞
こ
え

て
き
そ
う
な
、ム
ー
ド
満
点
の
夜

で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
野
中

特集１

特集２

ボランティアってなんだろう？

その手で守れる笑顔があります



Contents ～今月号の掲載項目～

10 月末の人の動き

人口：51,320 人 
男性：24,672 人 
女性：26,648 人
世帯：18,371 世帯 

（対前月比）
（－ 35）
（－７）

（－ 28）
（－ 12）

３ 菊池人
工藤友子さん

４ 特集１
ボランティアってなんだろう？

10 特集２  
その手で守れる笑顔があります

12 優雅に彩る菊池の秋
秋まつりフォトリポート

14 熊本県史上初の快挙！齊藤誠一さん
全国和牛オリンピックで銀

15 TOPICS
2012 明るい選挙啓発作品コンクール第一次審査結果発表／男女共
同参画セミナー伊藤比呂美さん講演会／川をきれいに合志川の日／
上田スズ子さん「くまもとふるさと食の名人」に認定／くまもと犯
罪の起きにくいまちづくり功労団体表彰／菊池水源元気いっぱいプ
ロジェクト／台湾の高校生が菊池高校生と交流／七城温泉ドーム来
場者 600 万人達成！／人権擁護委員の岩﨑義郎さんが法務大臣表
彰／花房小学校が文部科学大臣賞を受賞 ほか

23 国民年金情報

24 健康だより
あなたの意志で救える命があります
歯ッピーキッズ

26 文芸きくち
図書だより

28 シリーズ菊池遺産／人権同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り　菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

30 情報つう
▼お知らせ
４種混合予防接種／犬の飼い主の皆さんへのお願いです／乳児健
診の日程・場所を変更します／無料・匿名で HIV 検査が受けられ
ます／油の流出に注意しましょう／高病原性鳥インフルエンザか
ら守るために／全国大会などの出場者に報奨金を交付します！／
菊池市ジュニアスポーツ育成ゆうり基金　ほか
▼募集
友好都市・岩手県遠野市への市民交流団員募集／新設する公園の
名前を募集します／「お父さんと作るはじめてのランチ」参加者
募集／「ママの為のプチ講座」参加者募集／第 41 回旭志元旦マラ
ソン大会参加者大募集／高柳住宅（旭志）入居者募集！／外壁に
絵を描いてみませんか　ほか
▼相談・イベント・市民の広場ほか
農地相談を実施します／すくすく講座開催／宝くじ文化公演イル
カ 40th アニバーサリー 2012 ～ 2013 ／青島広志おしゃべりコ
ンサート／休日在宅当番医／ハッピーバースデー　ほか

左から玩具を持つ福村市長、代表して玩具を受け取った施設利
用者の伊藤トマルさん、贈呈式に駆けつけた本家「くまモン」

くまモンもやってきた！
おしゃべりくまモン贈呈式

　菊池市福祉会館で 11 月 14 日、音声をおうむ返
しする玩具「おしゃべりくまモン」の贈呈式があり
ました。この玩具は市と七城町特産品センターが共
同制作したものです。人を和ませる効果に着目し、
観光だけではなく福祉や教育などの分野でも活用し
てもらおうと、菊池市社会福祉協議会へ贈られまし
た。贈呈式には本家「くまモン」も登場。記念撮影
をしたり一緒に「くまモン体操」を踊ったりするな
ど、施設利用者や親子連れの皆さんとふれあいまし
た。なおこの玩具は、10 月に市内の物産館などで
1700 個を販売。約３週間で完売するほどの人気ぶ
りで、次回入荷は 12 月下旬の予定となっています。

今 月 の 表 紙
10 月 20 日、七城ふるさ
とコスモスまつりがありま
した。表紙は七城温泉ドー
ムリバーサイドパーク近く
にあるコスモブリッジ。ラ
イトアップで照らされた橋
にはたくさんの来場者が訪
れ、ロマンティックな夜の
ひとときを満喫していまし
た。（関連記事 13 ページ）

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば、自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報広聴係
　☎ 0968（25）7200

菊 池 人
七城コールコスモス創設者

工
く ど う

藤友
と も こ

子さん（75 歳）

　来年 6 月、創立 40 周年記念イベントを計画する工藤さん。「これまで
の音楽活動の集大成にしたい」と意気込みを語る。
　工藤さんは童謡・唱歌が好きで、３年前に結成した「童謡すみれクラブ」
では月２回、福祉施設で童謡を披露したり教えたりしている。「施設の利
用者がだんだん上手になって、元気になってくれるのがうれしいですね」
と目を細める。「童謡には自然や人に対する愛がちりばめられていて、優
しい心を育んでくれるんです」。コスモスを揺らす風のように、たくさん
の愛を運ぶその歌声は、今日もこのまちを優しく包み込んでいく。
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自
宅
に
あ
る
ピ
ア
ノ
の
前
で
笑
顔
を
見
せ

る
工
藤
さ
ん
。
来
年
、
創
立
40
周
年
を
迎
え

る
コ
ー
ラ
ス
団
体
「
七
城
コ
ー
ル
コ
ス
モ

ス
」
を
立
ち
上
げ
た
一
人
だ
。

　

結
成
は
昭
和
48
年
、
中
学
生
時
代
の
恩
師

と
の
再
会
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。「
先
生
と

一
緒
に
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
話
に
な
り
、
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
ま
し

た
」
と
工
藤
さ
ん
。
歌
が
好
き
な
友
人
な
ど

に
声
を
掛
け
、
20
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

最
初
の
頃
は
町
内
の
祭
り
や
老
人
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
活
動
20
周
年
に

は
身
体
障
が
い
者
と
健
常
者
が
合
唱
や
演
奏

を
行
う
「
ふ
れ
あ
い
童
謡
祭
」
を
開
催
。
障

が
い
者
福
祉
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
た
。
昭

和
63
年
に
は
熊
本
県
連
盟
の
合
唱
団
に
加
入

す
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
っ
た
。
さ
ら
に
３
年
前
に
は
「
童
謡
す
み

れ
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
、
老
人
福
祉
施
設

や
障
が
い
者
福
祉
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
い
る
。
工
藤
さ
ん
は
、「
最

初
は
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
と
の
接
し
方
が
分

か
ら
ず
不
安
で
し
た
」
と
打
ち
明
け
る
。
し

か
し
そ
の
不
安
は
す
ぐ
に
消
え
た
と
言
う
。

「
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
は
純
粋
で
元
気
。
強

く
生
き
る
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
、
反
対

に
助
け
ら
れ
ま
し
た
」。

　

い
つ
も
笑
顔
の
工
藤
さ
ん
に
も
つ
ら
い
時

期
は
あ
っ
た
。
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
夫
を
30
年

に
わ
た
り
介
護
し
な
が
ら
の
活
動
な
ど
、
大

変
な
こ
と
も
多
か
っ
た
と
話
す
。
そ
れ
で
も

続
け
て
こ
れ
た
の
は
、
音
楽
が
大
好
き
だ
か

ら
。「
音
楽
を
と
お
し
て
た
く
さ
ん
助
け
ら

れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
音
楽
は
生
き
が
い

で
あ
り
、
命
の
恩
人
で
す
」。

音楽は
命の恩人です。

投票日

◆公示日　12 月４日㈫
◆期日前投票・不在者投票期間
　12 月５日㈬～ 12 月 15 日㈯
※ 国民審査は 12 月９日㈰～ 12 月 15 日㈯
◦時　間　午前８時 30 分～午後８時
◦投票所　
　菊池市役所庁舎１階小会議室
　菊池市七城総合支所１階図書監査室
　菊池市旭志総合支所１階ロビー
　菊池市泗水総合支所１階ロビー

12 月16 日㈰
午前７時～午後７時

第 46 回衆議院議員総選挙
第 22 回最高裁判所裁判官国民審査
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
知
ろ
う
！

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
語
源
は
、
ラ

テ
ン
語
の
「
ボ
ラ
ン
タ
ー
ル
」
か

ら
き
て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
に

は
、「
自
由
意
志
」「
正
義
」「
勇

気
」と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
「
志
願
兵
」「
奉
仕
者
」

な
ど
と
訳
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現

在
は
、
地
域
社
会
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
個
人
の
意
志
で
誰

か
ら
も
強
制
さ
れ
ず
無
償
で
行
う

活
動
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
活
動
が
あ
る
の
？

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
口
に
言
っ

て
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り
ま

す
。
菊
池
市
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
形
態
や
分
野
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
個
人
や
団
体
で
福
祉
、
教

育
、
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、

環
境
、国
際
協
力
、ま
ち
づ
く
り
、

人
権
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
福
祉
活
動
や

災
害
復
興
支
援
活
動
の
分
野
だ
け

が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
最
近

で
は
そ
の
活
動
分
野
は
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
現
代
社
会
の
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
伴
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ニ
ー
ズ
も
広
が
っ
て
い

る
の
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

大
切
な
こ
と
は
？

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
大
切
な

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
自
発
性　
他
人
か
ら
指
図
さ
れ

て
行
う
の
で
は
な
く
個
人
の
自
由

意
志
で
行
い
ま
す
。

②
社
会
性　
お
互
い
を
尊
重
し
な

が
ら
地
域
の
こ
と
を
一
緒
に
考

え
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
い
き
い

き
と
生
活
で
き
る
よ
う
支
え
合
う

活
動
で
す
。

③
無
償
性　
報
酬
や
金
銭
的
な
見

返
り
を
目
的
に
す
る
の
で
は
な

く
、
精
神
的
な
報
酬
を
得
る
た
め

の
活
動
で
す
。
た
だ
し
活
動
す
る

た
め
に
必
要
な
実
費
は
受
け
取
っ

て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

④
創
造
性
・
開
拓
性　
私
た
ち
の

生
活
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

自
分
た
ち
で
考
え
、
解
決
す
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
た

り
、
発
信
し
た
り
し
て
い
く
活
動

で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
よ
く
耳
に
す
る
言

葉
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

世
の
中
に
は
介
護
、
清
掃
、
手
話
、

翻
訳
、
災
害
復
興
な
ど
、
い
ろ
ん
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
役
割
は
今
、
私
た
ち
が
豊
か
な

生
活
を
送
っ
て
い
く
た
め
に
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
ど
ん
な
役

割
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

「
た
だ
で
働
く
こ
と
？
」

う～ん……

「
困
っ
て
い
る
人
を

　
　

助
け
る
こ
と
？
」

「
時
間
の
あ
る
人
が
す
る
こ
と
？
」 な

ん
だ
ろ
う
？

っ
て

ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア

特集
１

特集
ボランティアってなんだろう？

菊池市のボランティア事業の仕組み
市内の主なボランティア事業については、菊
池市ボランティアセンター（菊池市社会福祉
協議会）により管理・運営されています。こ
の仕組みにより、ボランティア活動をしたい
人、されたい人たちがスムーズかつ効果的に
利用できるようになっています。

・ボランティアの登録
・依頼に応じて活動を紹介
・ボランティア養成・研修

・福祉施設
・福祉団体
・高齢者世帯
・地区・行政など

・地域サロン活動支援
・福祉施設行事の参加・協力
・高齢者の話し相手
・地域イベントへの協力
・行政や学校イベントへの協力

ボランティア登録者

菊池市ボランティアセンター
（菊池市社会福祉協議会）

依頼者

自分にもできる
ボランティア活動がしたい！ 登録

活動

相
談

情
報
提
供

依頼

情報提供
ボランティアを
利用したい！

ボランティアに関するこ
とはお任せください！
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以前区長をしていたとき、地元の敬老会
がなくなって高齢者の集いの場が減っ

てしまいました。自分に何かできないかと
思いヨーガを始めました。正直、ボランティ
アは暇な人がやることだと思っていたんで
す。生涯学習講座でボランティア精神を学
び、「このままじゃいけない」と活動を始め
ました。今では知り合いも増え、交流も広
がっています。皆さんに支えてもらいなが
ら活動できることにいつも感謝しています。
教室の最後にはお互いに「ありがとうござ
いました」と感謝を伝えるんです。感謝の
気持ちを大切にして続けていきたいですね。

両親が高血圧で病院に通っていたことも
あり、家族の健康を考えてヘルスメイ

トになりました。最初は家族のためと思っ
て始めたことなんですけど、それがだんだ
ん広がって今に至ります。ヘルスメイトに
なろうと思っている人には、まずは自分の
ため、家族の健康のために始めてみたらと
勧めています。料理のレパートリーが増え
れば家族も喜ぶし、仲間が増えたら自分も
うれしいですよね。そして余裕が出てきた
らボランティア活動を広げて、周りの人に
も勧めてほしいと思います。そうすること
で健康の輪が広がっていけばいいですね。

60歳からピアノを習い始めて、その
後メンバーを誘って老人福祉施設

などで演奏するようになりました。人のた
めと思ってやっていたんですが、ボランティ
アってやっぱり自分のためにやるんですね。
なぜなら次は何を弾こうかなとか目標がで
きるんです。目標があることはとても良い
ことですよ。そのために頑張ろうという気
持ちになれますから。歳を取るとピアノを
弾いても発表の場所が少ないんです。発表
する機会をいただき皆さんに喜んでもらえ
て、しかも自分たちも元気になれる。これ
は本当に素晴らしいことだと思います。

Junichi Higashi Mitsuru Aoki Saburo MiyatakeMayumi Tashiro

ヨーガボランティア
シャンティ・ハート

傾聴ボランティア
なごみ

食生活改善ボランティア
ヘルスメイト

音楽ボランティア
ザ・カナリーズ

田
た し ろ

代真
ま ゆ み

由美 東
ひがし

　順
じゅんいち

一 青
あ お き

木　満
みつる

宮
みやたけ

武三
さぶろう

郎さん さん さん さん代表 代表 熊本県食生活改善推
進員連絡協議会会長 代表

ズームイン!!
菊池市にはたくさんのボランティア団体があり
その活動内容はバラエティー豊かです。
さまざまなボランティア活動を続けている皆さんに
ボランティアに対する思いを聞きました。

活動内容
幼稚園、敬老会や老人
福祉施設などでヨーガ
教室を開催。親子のふ
れあいや高齢者の健康
推進を目的に活動して
いる。

ヨーガボランティア利用者の皆さん
気軽に利用できるので助かります。
始めてからは体が軽くなり、朝もすっ
きり起きられるようになりました。

傾聴ボランティア利用者の皆さん
親身になって話を聞いてもらえるの
でうれしいです。たくさんおしゃべ
りした後は心がスーっとします。

ヘルスメイト利用者の皆さん
食生活の話や簡単にできる体操など
とてもためになります。栄養満点の
料理もおいしかったです。

活動内容
老人福祉施設や自宅を
訪 問 し、 悩 み な ど を
じっくり聴くことで、
相手の心を癒し孤独感
や不安を軽減する活動
を行っている。

活動内容
保育園や公民館などで
伝承料理教室やヘルス
ア ッ プ 講 座 な ど を 開
催。子どもから高齢者
までの食育に関する活
動を行っている。

活動内容
老人福祉施設や病院な
どで高齢者を対象に童
謡・唱歌などを披露。
音楽をとおして楽しみ
や元気を与える活動を
行っている。

感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
て
続
け
た
い

気
付
く
と
自
分
の
た
め
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す

ま
ず
は
自
分
と
家
族
の

健
康
の
た
め
に

目
標
が
で
き
る
し

元
気
も
も
ら
え
る

Shanti Heart NAGOMI Health Mate The Canaries

特集
ボランティアってなんだろう？

ボランティア団体の皆さんに

ビシッ！

利用者の声

User's v
oice

認知症の勉強を続けていて、自分にも役
に立てることがないかと思っていまし

た。そんなとき、傾聴講座があることを知っ
て参加しました。後に他の受講生と一緒に
傾聴ボランティア「なごみ」を立ち上げ活
動しています。施設へ傾聴ボランティアに
行くと、自分の心が和やかになっているこ
とがあります。相手の心を癒しに行くこと
で、自分が癒されているんです。ボランティ
アは他人のためというイメージが強いと思
われますが、気付くと自分のためになって
いるんですよね。地域や人のための活動が、
自分たちの成長にもつながっています。
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自
分
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
「
菊
池
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
を
運
営
し
、
住
民
が
必
要

と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

み
た
い
と
い
う
個
人
・
団
体
の
登

録
業
務
、
相
談
業
務
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る

人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
み

た
い
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
必
要

と
し
て
い
る
人
は
、
お
近
く
の
社

会
福
祉
協
議
会
（
本
所
・
支
所
）

ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
は
じ
め
の
一
歩
を
応
援

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
社
会
福

祉
協
議
会　
菊
池
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー

・
本
所

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
５
０
０
０

・
七
城
支
所

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
５
０
１
０

・
旭
志
支
所

　
☎
０
９
６
８
（
37
）
３
７
０
８

・
泗
水
支
所

　
☎
０
９
６
８
（
38
）
５
３
８
２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
活
躍

　
菊
池
市
で
は
７
月
、
九
州
北
部

豪
雨
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
本

市
初
と
な
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
18
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
の

期
間
、
災
害
に
関
す
る
情
報
収
集

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
連
絡
調

整
な
ど
を
実
施
。
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
被
災
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
ま
し
た
。
セ

ン
タ
ー
が
な
く
な
っ
た
後
も
、
一

時
的
で
は
な
く
継
続
的
な
復
興
支

援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
相
互
扶
助
の
力

　
無
償
の
助
け
合
い
・
支
え
合
い

で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
信

頼
、
絆
を
強
く
す
る
力
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
力
は
、
誰
も
が
安
心
で

暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
礎
と

な
り
、
自
分
自
身
も
豊
か
に
し
て

く
れ
る
糧
に
な
り
ま
す
。
少
子
高

齢
化
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
今
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
新
た
な
相
互
扶
助
の
役

割
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

特集
ボランティアってなんだろう？

菊池市ボランティアセンター

番号 団　体　名 主な活動内容

１ 傾聴ボランティア「なごみ」 施設、在宅を訪問し傾聴活動

２ 桜山たすけあいの会 桜山団地内の高齢者を対象に活動

３ ひこばえの会 広報きくちなどを音訳し視覚障がい者に配布

４ コール・トゥッティ菊池 コーラス、ハンドベル、ミニミュージカル

５ 日舞　若
わかふじ

藤会 福祉施設などを訪問し、誕生会などの行事に参加

６ スポーツボランティア「まごころ」スポーツイベントの手伝い、福祉施設で介助奉仕

７ 妻
つ ま ご め ざ

籠座 菊池に伝わる昔ばなしを紙芝居で披露

８ エプロンおばちゃん 絵本の読み聞かせ、紙芝居の披露

９ 手話サークルやまびこ会 通訳、障がい者との交流

10 藤
ふ じ の ま い

乃舞　桂
かつら

会 施設訪問などで文化芸術交流

11 音訳ボランティア輪
りんりん

々 視覚障がい者への音訳テープの配布

12 十
い ざ よ い

六夜会 日本舞踊の披露

13 アロハフラ　ヒロコ　キクチ イベントでのフラダンス披露

14 もこもこ 手作り小物、芸能披露

15 しすいっ子童話会 子どもを対象に絵本の読み聞かせ

16 ワンダーぶんこ 読み聞かせ、イベント参加

17 ザ・カナリーズ 福祉施設などでの童謡、唱歌の披露

18 メケ・アロハ フラダンス

19 きくちおはなしのもり 図書室・学校・保育園などでのおはなし会

20 合唱団しすい 福祉施設行事等の協力

21 座・まりあ 人形劇・影絵の公演

22 シャンティ・ハート ヨーガ・ボランティア

23 胡蝶蘭の会 琴の演奏

平成 24 年 10 月 31 日現在
登録ボランティア団体を

◆その他の登録団体・個人の
活動内容
お手玉、イベントの手伝い、
童謡、篠笛演奏と指導、尺八
演奏、ハーモニカ、読み聞か
せ、サロンボランティア、登
下校の見守り、短歌、おりが
み、腹話術、着付け、竹細工、
縄細工、中国語、学習指導、
災害ボランティアなど

紹介します
菊池市ボランティアセンター

助け合い・支え合いの力で

災害復興ボランティア活動

1.4.6. 被災した家屋
から汚泥やがれきを
撤去　2. ボランティ
アには市内外から多
くの人が参加した　
3.5. 汚泥は土のう袋
に詰めて有効活用

3

4

56

21

７月の九州北部豪雨災害で自宅
が 80㌢ほど浸水しました。毎

日作業していましたが、家族だけで
はなかなか復旧がはかどりません。
そんなとき、社会福祉協議会から災
害ボランティアのことを教えてもら
いました。早速依頼しましたが、こ
んなにたくさん来ていただけると思
いませんでした。ボランティア活動
は本当に助かります。こんなにあり
がたいことはありません。涙が出る
ほど感謝しています。

中
なかやま

山アツ子 さん

古
ふるしょう

庄　聖
さとし

さん（兵庫県）
ちょうど熊本を訪問中
でした。なにか自分に
できることはないかと
思い、災害ボランティ
アに参加しました。

城
しろやま

山幸
さ ち こ

子さん㊧
山
やまぐち

口恵
え り

里さん㊨
大学のインターンシッ
プで来菊しています。
復旧のお手伝いがした
くて参加しました。

利用者の声User's voice市外からもボランティアの力
A volunteer's v

oice

参加者の声

頼りになります！

（泗水町豊水）
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後
を
絶
た
な
い
飲
酒
運
転

　
平
成
18
年
、
福
岡
市
で
幼
児
３

人
が
死
亡
す
る
飲
酒
運
転
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
悲
惨
な
事

故
は
社
会
問
題
と
な
り
、
翌
年
に

は
法
律
が
改
正
さ
れ
飲
酒
運
転
に

対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
飲
酒
運
転
に
よ
る
事

故
や
検
挙
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
熊
本
県
警
に
よ
る
と
、
県
内
の

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は
平

成
19
年
に
大
幅
に
減
少
し
た
も
の

の
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
飲
酒

運
転
は
依
然
と
し
て
な
く
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
主
な
要
因
に
は
、
自
分
が

事
故
を
起
こ
す
は
ず
が
な
い
と
い

う
「
ひ
と
ご
と
感
覚
」、
少
し
し

か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
と
い
う

「
自
覚
の
欠
如
」、
飲
ん
で
数
時
間

た
っ
た
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
「
ア

ル
コ
ー
ル
が
及
ぼ
す
影
響
に
対
す

る
理
解
不
足
」
の
３
つ
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
飲
酒
運
転
を
な
く
す
た

め
に
は
こ
れ
ら
の
意
識
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
最
近
で
は
、
翌
朝
の
二
日
酔
い

運
転
に
よ
る
検
挙
も
増
え
て
い
ま

す
。「
一
度
寝
た
か
ら
大
丈
夫
」

は
、
本
当
は
大
丈
夫
で
は
な
い
の

で
す
。

自
覚
と
周
囲
の
フ
ォ
ロ
ー
が
鍵

　
飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
人
の

中
に
は
、
事
故
の
悲
惨
さ
や
処
分

の
重
さ
な
ど
を
分
か
っ
て
い
な
が

ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
人
も
い
ま
す
。
誰
に
で
も

「
つ
い
…
…
」
と
い
う
こ
と
が
起

こ
り
得
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

社
会
的
信
用
、
仕
事
、
家
族
の
絆

な
ど
た
く
さ
ん
の
も
の
を
失
い
ま

す
。
失
っ
た
も
の
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
多
く
の
努
力
と
長
い
時
間

が
必
要
で
す
。
い
ま
一
度
、
一
人

一
人
が
当
た
り
前
の
こ
と
を
強
く

自
覚
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
全
く
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
で
も

無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭

や
職
場
、
仲
間
同
士
で
声
を
掛
け

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
酒
の
席
で

飲
酒
運
転
へ
の
注
意
を
呼
び
掛
け

た
り
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
を
決
め

た
り
と
、
で
き
る
こ
と
は
身
近
に

あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
一
言
が
、

そ
の
飲
酒
運
転
を
止
め
る
鍵
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

その手で守れる
笑顔があります

熊本県市町村広報担当者による飲酒運転根絶特集

 Kumamoto Prefecture Public Relations Associati
on 合 同

特 集

 Special Interview

うんばば中尾
◎ Profile　うんばば・なかお
昭和 40 年熊本県生まれ。有限会社赤坂を立ち上げ、イベ
ントの企画・運営を手掛けながら、自らもテレビ番組制作
などで培ったノウハウを生かしキャスター、リポーター、
イベント司会、講演活動などを行う。

熊本県の飲酒運転による事故発生件数・検挙数

さん

お酒を飲むと情報処理能力、注意力、判
断力が低下します。この状態で運転す

ると、運転に必要な「反応」「操作」「発見」
などの要素が欠落してしまい、大きな事故に
つながることになります。死亡
事故率は飲酒なしの場合と比べ
て 8.7 倍です。お酒に強い人も
弱い人も関係なく、このようなリス
クがあることを知ってください。

熊本県警察本部交通企画課

小
お だ

田真
まさよし

功 警部
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買
い
に
市
場
へ
車
で
向
か
い
ま

し
た
。
そ
の
途
中
、
信
号
待
ち

で
停
車
し
て
い
た
車
に
追
突
し

て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
実
況
見
分

の
最
中
、
私

か
ら
お
酒
の

に
お
い
が
し

私
は
平
成
17
年
に
飲
酒
運
転

で
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
前
日
は
午
後
10
時
頃

ま
で
テ
レ
ビ
番
組
の
打
ち
合
わ
せ

を
兼
ね
て
お
酒
を
飲
み
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
し
て
寝
た
後
、

午
前
３
時
に
起
き
て
「
も
う
大
丈

夫
だ
ろ
う
」
と
思
い
、
食
材
を

た
た
め
飲
酒
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、

測
定
の
結
果
酒
気
帯
び
運
転
で
検

挙
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
後
、
私
は
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
企
業
や
放
送

局
か
ら
の
信
用
、
キ
ャ
リ
ア
、
収

入
な
ど
多
く
の
も
の
を
失
い
ま
し

た
。
家
族
に
も
つ
ら
い
思
い
を
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
家
や
車
に

い
た
ず
ら
を
さ
れ
、
精
神
的
に
不

安
定
に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
は
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
飲
酒
運
転
の
危
険

性
や
そ
の
先
に
あ
る
悲
し
み
に
気

付
い
て
も
ら
お
う
と
講
演
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
減
ら
す
に
は
、

自
分
が
酔
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
運
転
す
る
人
、
お

酒
が
抜
け
た
と
思
い
込
ん
で
運
転

す
る
人
に
し
っ
か
り
と
自
覚
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
当
事
者
だ
け
で
な
く

周
り
の
人
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
酒
を

飲
む
と
き
に
は
職
場
に
車
を
置
い

て
み
ん
な
で
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
、

お
酒
が
残
っ
て
い
な
い
か
家
族
に

息
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

お
酒
が
な
く
な
ら
な
い
限
り

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ

と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
せ
い
で
人
の
夢
や

人
生
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
決
し
て

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
飲
酒
運

転
は
家
族
、
職
場
、
友
人
同
士
な

ど
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
本
気

で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。
飲
酒
運
転
を
減
ら
す
た
め

に
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
り
、

飲
酒
運
転
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
環
境
を
熊
本
県
か
ら
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

タ
レ
ン
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
う
ん
ば
ば
中
尾
さ
ん
は
、
飲
酒
運

転
事
故
を
起
こ
し
た
体
験
を
人
に
伝
え
、
そ
の
危
険
性
を
知
ら
せ
る

た
め
に
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
が
自
分
や
周
り
の

人
に
与
え
た
影
響
と
、
防
止
策
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
先
に
あ
る
悲
し
み
に

気
付
い
て
ほ
し
い
―

笑
顔
を
守
る
た
め
に

　
「
飲
酒
運
転
は
し
て
は
い
け
な

い
―
」。
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。し
か
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
そ
の
当
た
り
前
の

こ
と
も
分
か
ら
な
く
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も

し
自
分
が
飲
酒
運
転
事
故
を
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
ら
…
…
。
も
し
大

切
な
人
が
飲
酒
運
転
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
た
ら
…
…
。

　
笑
顔
を
守
る
た
め
の
鍵
は
、
自

覚
と
助
け
合
い
で
し
た
。
そ
の
鍵

は
私
た
ち
熊
本
県
民
一
人
一
人
が

握
っ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
県
か
ら
飲
酒
運
転
を
な
く

し
、大
切
な
人
の
「
笑
顔
」
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

厳罰化されたものの、依然として後を絶たない飲酒運
転。なぜ、危険だと分かっている飲酒運転をしてし
まうのでしょうか。お酒を飲む機会が増えるこの時
期に、いま一度飲酒運転について考えてみましょう。

事故
事故発生件数 検挙数

検挙

特集
２
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七
城

泗水

　
11
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
の
15

日
間
、
菊
池
市
民
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
で
23
回
目
を
迎

え
る
こ
の
ま
つ
り
に
は
、
毎
年
県

内
外
か
ら
約
10
万
人
が
来
場
。
菊

池
の
秋
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま

す
。
会
場
で
は
、
南
北
朝
時
代
に

菊
池
一
族
が
奮
戦
し
た
「
太
刀
洗

い
の
場
」、「
袖
ケ
浦
の
訣
別
」
の

場
面
を
再
現
し
た
菊
人
形
の
ほ

か
、
色
と
り
ど
り
の
大
輪
菊
の
鉢

植
え
・
懸
崖
・
盆
栽
・
小
菊
な
ど

約
３
０
０
０
点
を
展
示
。
爽
や
か

な
菊
の
花
の
薫
り
と
と
も
に
来
場

者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
10
月
20
日
、
七
城
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
菊
池
川
河
川
敷
、
七
城
温

泉
ド
ー
ム
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま

れ
、
県
内
外
か
ら
約
５
０
０
人
が

参
加
。
河
川
敷
に
咲
く
コ
ス
モ
ス

を
眺
め
な
が
ら
５
㌔
、
10
㌔
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
抽
選
会
で
は
新
米
の
「
七
城
の

こ
め
」
や
メ
ロ
ン
な
ど
の
地
元
特

産
品
が
当
た
る
度
、
喜
び
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
牛
肉

消
費
拡
大
の
一
環
と
し
て
焼
肉
が

振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
菊
池
産

の
牛
肉
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
演
歌
歌
手
・
前

田
瑠
美
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
や

「g

グ
ロ
ウ

row
 a

ア
ク
ト

ct

」
に
よ
る
ダ
ン
ス
、

餅
投
げ
、
熊
本
県
出
身
お
笑
い
コ

ン
ビ
「
も
っ
こ
す
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」

の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
盛
り
上
が

り
、
会
場
は
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
色
と
り
ど

り
の
花
火
が
秋
の
夜
空
に
咲
き
乱

れ
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

泗
水
秋
ま
つ
り

七城ふるさと
　　　　コスモスまつり

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
、「
菊
ま
つ

り
推
進
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が

年
間
を
と
お
し
丹
精
込
め
て
育
て

た
も
の
。
一
番
の
見
所
で
あ
る
菊

人
形
は
、
人
形
の
形
を
か
た
ど
っ

た
枠
に
沿
っ
て
菊
を
植
え
込
ん
で

這
わ
せ
て
い
き
、
長
い
時
間
を
か

け
て
勇
壮
な
武
者
姿
に
仕
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
大
懸
崖
は
、
１
本
の

苗
を
枠
に
這
わ
せ
２
㍍
30
㌢
以
上

に
な
る
ま
で
１
年
間
か
け
て
育

成
。
一
つ
一
つ
手
間
隙
を
か
け
、

心
を
込
め
て
育
て
た
菊
が
菊
池
の

秋
を
彩
り
ま
し
た
。

1. 参加者に菊池産の牛肉
が 振 る 舞 わ れ た　2. 演
歌歌手・前田瑠美さんの
コンサート　3.4. 満開の
コスモスに囲まれてコス
モスウオークを楽しむ参
加者たち　5. 祭りのフィ
ナーレを飾った花火

1.2. 会場には色とり
どりの菊が展示され
た　3. 最優秀賞の大
懸崖　4. 最終日の即
売会は大勢の来場者
でにぎわった　5. 菊
池一族が奮戦した場
面を再現した菊人形

1. カントリーミュージシャン・チャーリー永谷さんの軽快なライブ　2. お
笑いユニット「やうちブラザーズ」のパフォーマンスに観客は大爆笑　
3.5. メインイベントの祭孔大典　4. ころう君も参加した米釣り大会

1.2. 掛け声を上げる菊池一族鎧
武者　3.4.5.6. 通し物ではバラエ
ティに富んだ出し物が披露された

菊
池

　

10
月
13
日
か

ら
15
日
ま
で
の
３
日
間
、

菊
池
市
民
広
場
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
13
日
に
は
上

町
御
所
通
り
の
能
場
で
、
国
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
「
御
松
囃
子
御

能
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
14
日

に
は
第
38
回
チ
ー
ム
対
抗
の
ど
自

慢
大
会
を
開
催
。
各
出
演
チ
ー
ム

が
工
夫
を
凝
ら
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
美
し
い
歌
声
を
披
露
し
、

寒
空
に
も
関
わ
ら
ず
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
15
日
の
通
し
物
に
は
、
地
元
区

な
ど
か
ら
17
団
体
約
１
０
５
０
人

が
参
加
。
市
民
広
場
で
出
発
式
が

行
わ
れ
、
菊
池
一
族
24
代
武
者
に

よ
る
掛
け
声
と
共
に
菊
池
北
中
、

菊
池
南
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
天
気
の
中
、
み
こ
し

や
踊
り
、
獅
子
舞
、
菊
池
女
子
高

校
の
千
本
槍
、
武
者
行
列
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
、
沿
道
か
ら
は
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

菊
池
秋
ま
つ
り

1

1

2

12

3

12

34

4

5

5

3456

菊人形・菊まつり
23

45

　
11
月
３
日
、
孔
子
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
「
し
す
い

コ
ス
モ
ス
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」「
孔

子
ま
つ
り
」「
農
業
ま
つ
り
」
を

同
日
開
催
し
、
今
年
で
７
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
午
前
中
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
孔
子

公
園
書
道
展
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
は
市
内
外

か
ら
約
４
５
０
人
が
参
加
。３
㌔
、

５
㌔
、
10
㌔
の
部
門
に
分
か
れ
、

朝
の
清
々
し
い
空
気
を
感
じ
な
が

ら
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
祭
孔
大
典
」
が

ス
タ
ー
ト
。
華
麗
な
衣
装
を
身
に

ま
と
っ
た
舞
生
の
踊
り
や
、
中
国

古
来
の
楽
器
を
奏
で
る
楽
生
の
演

奏
を
地
元
有
志
の
皆
さ
ん
が
披
露

し
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
「
チ
ャ
ー
リ
ー
永
谷
」

や
コ
ミ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
「
や
う
ち

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど

で
会
場
は
大
盛
況
。
鞠き

く
ち智
城
の
マ

ス
コ
ッ
ト
「
こ
ろ
う
君
」
も
登
場

し
、
米
釣
り
大
会
や
最
後
の
大
抽

選
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
終
日
、
地
元
農
畜
産

物
の
販
売
や
Ｊ
Ａ
の
各
部
会
の
展

示
販
売
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
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第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

熊
本
県
史
上
初
の
快
挙

齊さ
い
と
う藤

誠せ
い
い
ち一

さ
ん
（
泗
水
町
住
吉
・
64
歳
）

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
10
月
25

日
か
ら
29
日
ま
で
の
５
日
間
、

長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
の
優
秀

な
和
牛
を
一
堂
に
集
め
て
優
劣
を
競
う

全
国
規
模
の
本
大
会
は
、
５
年
に
１
度

の
開
催
。
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。
雄
牛
・
雌
牛
の
和
牛

改
良
の
成
果
を
競
う
「
種
牛
の
部
」
と

肉
質
を
競
う
「
肉
牛
の
部
」
に
各
道
府

県
の
代
表
牛
４
８
４
頭
が
出
品
さ
れ

た
。　熊

本
県
か
ら
は
、
５
個
人
・
１
団

体
10
頭
が
出
品
。
菊
池
市
か
ら

県
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
県
代
表
と
な
っ

た
齊
藤
さ
ん
の
黒
毛
和
種
が
出
品
さ
れ

た
の
は
第
９
区
。
全
国
か
ら
76
頭
が
出

品
さ
れ
た
激
戦
区
だ
。
肉
質
・
脂
肪
の

質
・
う
ま
み
成
分
な
ど
を
競
う
肉
牛
・

去
勢
肥
育
牛
部
門
（
去
勢
肥
育
牛
・
24

カ
月
未
満
）
で
、
熊
本
県
内
で
は
史
上

初
と
な
る
第
２
位
に
輝
い
た
。

　
「
受
賞
で
き
た
の
は
関
係
者
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
。
上
位
入
賞
す
る
こ
と
が

で
き
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
家
族
で
喜

ん
で
い
ま
す
。
５
年
後
の
共
進
会
に
も

出
場
し
て
最
優
秀
賞
を
目
指
し
た
い
」

と
意
欲
満
々
の
齊
藤
さ
ん
。
５
年
後
の

大
会
で
県
内
初
の
金
メ
ダ
ル
を
狙
う
。

銀全
国
和
牛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

1.10 月 23 日、県代表として出場す
る齊藤さんに福村市長から奨励金が渡
された　2. 牛舎でトロフィーを持つ誠
一さんと牛を引く息子の勝

まさる
さん　3. 大

会に出品された牛・齊藤 127 号（父・
平茂幸）　4. 全国第２位に輝いた枝肉・
齊藤 127 号

1

2

3

4
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２０1２明るい選挙啓発作品コンクール
第一次審査結果発表

９　
　12

　明るい選挙啓発コンクールにたくさんの応募をい
ただきありがとうございました。菊池市明るい選挙
推進協議会で第一次審査を行い、次の作品を選考し
県での第二次審査へ出品しました。第二次審査結果
発表は平成 25 年１月予定です。
　皆さんの作品をとおして、選挙の大切さを認識し
てもらい、明るい選挙の推進につなげていきます。
第二次審査出品作者は次のとおりです。（敬称略）

習字の部（応募人数 199 人）
泗水小学校３年　　松

ま つ だ

田麻
ま い

衣
泗水小学校４年　　大

お お が

賀唯
ゆ う と

人
泗水小学校５年　　松

ま つ な が

永愛
え み り

美里 
泗水小学校６年　　髙

た か み

見さくら
菊池南中学校１年　渕

ふ ち が み

上朋
と も か

佳
菊池北中学校２年　有

う ど う

働長
な が こ

子
菊池北中学校３年　志

し が き

垣知
ち か

佳

標語の部（応募人数 337 人）
「その一票　変わる未来と明日がある」
　菊池高校２年　上

う え の

野倫
り ん こ

子
「この一票　未来を変える　第一歩」
　菊池高校２年　田

た な か

中舜
し ゅ ん た

大
「日本の　未来を左右　その一票」
　菊池高校３年　渡

わ た な べ

邉　敦
あつし

「有権者　地域起こしの風を呼び」
　一般　　　　　加

か も の

茂野明
は る み

美

４コマ漫画の部（応募人数 69 人）
菊池高校１年　　可

か と く

徳沙
さ き

紀
菊池高校１年　　鹿

か な こ ぎ

子木麻
あ さ み

未
菊池高校２年　　内

う ち む ら

村龍
た つ ま

茉
菊池高校３年　　福

ふ く だ

田力
り き や

也
マスコット

メイスイくん
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10　
　７ 元気ハツラツ！　菊池市民旭志体育祭

　菊池市民旭志体育祭は、旭志中学校グラウンドを
メイン会場として開催されました。
　午前中は、ミニバレー・グラウンドゴルフ・ゲー
トボール競技の３種目を４会場で実施。午後からは
リレー・綱引き競技が行われました。
　晴天に恵まれ体育祭日和となった当日は、多くの
市民が応援に駆けつけ、子どもから大人まで元気な
声が会場に響きわたっていました。
　各競技の結果は次のとおりです。

９　
　30

子どもたちによる玉転がしリレー

リレースタート直後の子どもたち

台風も吹き飛ばせ！　菊池市民七城体育祭

競技名 優勝 ２位 ３位
ゲートボール 伊萩区 高柳区 平・姫井区

グラウンドゴルフ男子 伊萩区 津留区 片川瀬区
尾足区

グラウンドゴルフ女子 妻越区 川下・出分区 片川瀬区
ミニバレーボール女子 40 歳以下Ａ 岩本区 － －
ミニバレーボール女子 40 歳以下Ｂ 川上区 － －
ミニバレーボール女子 50 歳以下Ａ 高永区 － －
ミニバレーボール女子 50 歳以下Ｂ 平区 － －

ミニバレーボール男子Ａ 川下・出分区 － －
ミニバレーボール男子Ｂ 伊坂区 － －

綱引きＡ 岩本区 川下・出分区 －
綱引きＢ 伊坂区 平区 －

リレー男子 川下・出分区 平区 妻越区
リレー女子 津留区 岩本区 小原区
入場行進 九ノ峰区 岩本区 川辺南区

一輪車に土のうを乗せて運ぶ競技「２人仲良く」

地区ごとに入場行進

　菊池市民七城体育祭は、七城グラウンドで開催さ
れました。台風の影響により開催が心配されました
が、当日は雨もあがり無事に行われました。
　今回の体育祭では、綱引き・縄跳び・玉入れ・リ
レー競技など、子どもから高齢者の皆さんまで参加
できる 15 の競技種目を実施。七城地区 12 分団の
対抗戦で競いました。
　一輪車に土のうを乗せて運ぶ競技「２人仲良く」
では、重くてバランスが取れず運ぶのに苦労する参
加者もいれば、二人の息ぴったりで上手に運ぶ姿も
ありました。
　日ごろ行うことのない競技に悪戦苦闘したり、転
んだりする参加者もいて、大いに盛り上がりを見せ
ました。
　上位の結果は次のとおりです。
優　勝　第３分団（荒牧・高田・台地区）
準優勝　第６分団（甲佐町・菰入・宮園地区）
３　位　 第 12 分団（小野崎・七城松島・大尺・上

橋田・下橋田地区）

10　
　３

遊蛇口区に整備された備品松島自治会（七城）に整備された備品

宝くじ助成事業で区用備品を整備
松島自治会（七城）に整備されたコミュニティ活動
備品
テレビ、発電機、マッサージチェア、オーブンレン
ジなど
遊蛇口区に整備されたコミュニティ活動備品
アルミ製ステージ、テント、袢天、冷蔵庫など

　コミュニティの健全な発展を図ることを目的とし
たコミュニティ助成事業により、松島自治会（七城）
と遊蛇口区にコミュニティ活動備品が整備されまし
た。
　このコミュニティ助成事業は、社会貢献広報事業
費を財源として財団法人自治総合センターが助成決
定を行うもので、今後、松島自治会（七城）と遊蛇
口区の益々の活性化が期待されます。

講演する伊藤比呂美さん

10　
　６

　男女共同参画セミナー「伊藤比呂美講演会」は、
菊池市文化会館小ホールで開催されました。詩人で
熊本文学隊隊長・熊本学園大学招聘教授で活躍中の
伊藤比呂美さんが、「人生に行き詰まったら、伊藤
比呂美」と題し講演。参加者からは、「これからの
生き方について考えるいい機会になりました」「痛
快なおしゃべりに胸がすく思いでした」「勇気づけ
られました。もう一度聞きたいです」などたくさん
の感想が寄せられました。

男女共同参画セミナー
伊
い と う

藤比
ひ ろ み

呂美さん講演会
10/6
～11

韓国の友好都市を
市民交流団が訪問

　韓国の友好都市である清
チョンウォン

原郡と金
キ ム ジ ェ

堤市の祭りに市
民交流団が参加しました。
　10 月７日の清原郡の「生命の祭り」には、菊池
高校の書道部の皆さんが出演し、音楽に乗せて書道
のパフォーマンスを披露しました。
　10 月 10 日に行われた金堤市の「地平線まつり」
では、バトントワリングチーム「メリーホッパーズ」
の４人が出演。息の合ったバトンさばきとダンスを
披露し、観客を魅了しました。

1. メリーホッパーズのステージ　2. 菊池高校書道部の皆さん　
3. 菊池高校書道部が実演制作・披露した巨大な書道作品

1 2

3
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10　
　14

ふるさと交流会に参加した七城会の皆さん

東京でふるさと交流会
首都圏七城会

　第 21 回首都圏七城会総会が東京都で開催され、
七城町出身の首都圏在住者が集いました。参加者は
ふるさとでの思い出話や、最近のふるさとのニュー
スなどで盛り上がり、ふるさと七城から持ってきた
たくさんのコスモス、稲穂やすすきを見て感激して
いました。
　また、フルート演奏家・須

す ど う え い じ

藤英二さんのフルート
演奏や、本市の特産品が当たる抽選会も行われ、盛
り上がりを見せました。

10　
　12

中央通ポケットパークが
きれいになりました！

　中央通区の皆さんが、ボランティアでポケット
パークの花壇や植栽の整備、ベンチの塗装などを行
いました。
　作業に参加した皆さんは、「第 14 代菊池武士公
ゆかりの墨染めの桜を中心に、これから四季折々の
花を植え街中の花園として管理していきます。街行
く人の足休めや憩いの場として使って欲しい」と話
しました。ボランティア作業により公園はとても綺
麗になりました。お疲れさまでした。

きれいになった中央通ポケットパーク

10　
　16

園児たちは青年団の皆さんの指導を受けながら稲刈りを頑張り
ました

ボートから EM 団子を投げ入れる参加者

　七城管内の幼稚園・保育園児を対象とした稲刈り
体験が岡田区であり、67 人の園児が参加しました。
園児たちは鎌を手に約４㌃の稲を元気に刈り取りま
した。企画した菊池市青年団七城支部の長

ながしお
塩昌

ま さ や
也支

部長は、「この体験を通じて少しでも農業の大切さ
を伝えられたらいいです。30 年以上続いているこ
の取り組みを今後も継続していきたい」と話しまし
た。稲刈り後、参加者全員で七城の新米を使ったカ
レーライスを食べながら交流しました。

七城町の園児たちが
稲刈り体験

10　
　14

川をきれいに
合志川の日

　合志川をきれいにする運動が、泗水総合支所前の
河原で行われました。運動には市民約 50 人が参加。
EM 団子 1,500 個を川岸やボートから投げ入れま
した。EM 菌は川を浄化する作用があり、これまで
も多くの地域で実績を上げています。
　企画した松

ま つ お か

岡一
か ず の り

教さんは、「合志川をきれいにす
ることで菊池川もきれいになります。今後はもっと
この運動を広げて、みんなが川の幸を大切にし、食
べてもらえるようにしたい」と語りました。

表彰を受ける堀野誠也隊長

認定を受けた上田スズ子さん㊨　旭志のねぎを使った「白ねぎの
サラダ」

10　
　17

10　
　18

10　
　16

　菊池幼稚園で防犯教室が開かれました。これは、
園児にも防犯に関心を持ってもらおうと菊池市防犯
協会が開催。近年増加している犯罪被害者の低年齢
化を背景に、初めて園児を対象に行われました。園
児たちはビデオやイラストなどで防犯を勉強。知ら
ない人について「いか」ない、知らない人の車に「の」
らないなど、「いかのおすし」も覚えました。園に
はパトカーや熊本県警察のマスコット「ゆっぴーく
ん」も訪れ、園児は楽しいひとときを過ごしました。

　くまもと犯罪の起きにくいまちづくり活動功労団
体表彰式がくまもと森都心プラザで行われ、菊池市
の防犯ボランティア団体「菊池安全安心パトロール
隊」が受賞しました。同隊は、堀

ほ り の

野誠
せ い や

也隊長を筆
頭に少年補導員、PTA、市職員などの有志 122 人、
５隊で構成。週に１回、小学生の下校時間に合わせ
て防犯パトロールを実施しています。同隊の 7 年
間にわたる活動実績や地域貢献が高く評価され、今
回の受賞となりました。

　上田スズ子さん（旭志伊坂）が平成 24 年度「く
まもとふるさと食の名人」に認定されました。これ
は、熊本県の郷土料理について卓越した知識や技術
を持ち、伝承活動に取り組んでいる人などを熊本県
知事が認定するものです。
　上田さんは地域の女性７人と「花しちりん」を結
成し、地元の農産物を使用した弁当を作ったり、加
工品を直売所で販売したりと地産地消にも取り組ん
でいます。
　上田さんは、「今後も
地域に根ざした食文化の
伝承、地産地消、食育の
推進をしていきたい」と
抱負を語りました。

「いかのおすし」覚えたよ！
菊池幼稚園で防犯教室

くまもと犯罪の起きにくい
まちづくり功労団体表彰

上
う え だ

田スズ子さん「くまもと
ふるさと食の名人」に認定

1. 防犯の話をする協会職員　2. 協会職員の話を聞く園児たち
3. 最後はみんなで記念撮影

1 2

3

トスの仕方を指導するゼッターランドさん

10　
　７

　第４回菊池市バレーボール教室は菊池市総合体育
館で開催され、市内外の小中学生約 50 人が参加し
ました。講師には昨年に引き続き元USA代表のヨー
コ・ゼッターランドさんと、イタリアのプロリーグ
に在籍した現・九州ルーテル学院高校女子バレー
ボール部監督の清

し み ず

水克
か つ ひ こ

彦さんを招待。基礎運動から
レシーブ、トス、スパイクなど実践的な指導があり
ました。最後には記念撮影、抽選会、サイン会があ
り、子どもたちは貴重な時間を満喫していました。

ヨーコ・ゼッターランドさん
がやってきた！
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10　
　24

官と民の連携・協働について講演する多田一彦さん

　市役所で「新しい公共　市民、NPO 法人等との
連携・協働」をテーマに行政改革に関する職員研修
が開催されました。
　講師は、本市の友好都市である岩手県遠野市を拠
点に、東日本大震災の被災地復興を支援している
NPO 法人遠野まごころネットの多

た だ

田一
か ず ひ こ

彦理事長。
東日本大震災後の復興支援活動をとおして、被災地
の現状と、市民、NPO 法人、企業などと官の連携や、
そのための関係構築についての講話がありました。

キーワードは連携・協働
行政改革研修会

10　
　24

菊池たばこ販売組合が
清掃作業を実施

　菊池たばこ販売組合（本
ほ ん だ

田秀
ひ で あ き

昭理事長）の組合員
11 人が、七城地区の七城小・中学校、七城総合支
所、七城総合グラウンド周辺の清掃作業を行いまし
た。辺りは大変きれいになり、ごみ袋 11 袋分のご
みを回収しました。
　このボランティア作業は毎年行われ、約 20 年間
続けられています。作業に参加した組合員は、「き
れいになってうれしいです。たばこはぜひ地元で購
入していただけたら」と話しました。

清掃作業を行う菊池たばこ販売組合の皆さん

10　
　22

10　
　19

台湾の高校生が
菊池高校生と交流

菊池水源元気いっぱい
プロジェクト

　台湾の高校生（国立
き な ん

南國際大學附属高級中学）
49 人が教育旅行として菊池高校を訪れ、生徒との
交流を楽しみました。歓迎会では同校吹奏楽部によ
る演奏で出迎え、菊高生徒会長の内

う ち む ら

村龍
た つ ま

末さんが「気
軽に話しかけてください。思い出に残る交流にしま
しょう」とあいさつ。台湾の生徒たちも踊りや楽器
演奏を披露しました。午後からは一緒に昼食を食べ
たり日本の授業やクラブ活動を体験したりするな
ど、国境を越えて楽しく親睦を深めました。

　水源小学校の閉校記念に、地域の特産品として耕
作放棄地で栽培したエゴマを使ったドレッシングづ
くりがありました。きくちふるさと水源交流館で
あったエゴマの選別作業には、同小６年生７人が参
加。地域住民の指導を受けながら、慣れない手つき
で「ぶりこ」や唐

と う み

箕を使って選別しました。
　選別作業を体験した山

や ま せ

瀬大
だ い き

希くんは、「難しかっ
たけど面白かった。早くドレッシングにして食べて
みたい」と笑顔を見せました。
1

1

2

2

3

3

1.「ぶりこ」で実を落とす児童たち　2. エゴマからできた油
3. 作業を通じて地域の人たちとの交流もできました

1. 引率の先生と記念品を交換する内村さん　2. 剣道を体験する
台湾の高校生　3. 両校の生徒で書道の作品もつくりました

600 万人目の認定証と記念品を受け取る今坂昭光さん

10　
　25

10/27
・28

10　
　24

　人権擁護委員の岩﨑義郎さんが法務大臣表彰を受
賞し、市役所で伝達式が行われました。平成 13 年
から人権擁護委員として、地域の中で人権尊重思想
の普及・高揚に努めるなど人権擁護活動に尽力し、
その功績が認められ今回の受賞となりました。
　岩﨑さんは、「人権擁護委員を含めておよそ 30
年間人権擁護活動に携わってきました。来年の任期
終了後は後方支援として活動の手助けをしていきた
い」と話しました。

　菊池市文化会館で開催されました。熊本出身の
行
ゆ き さ だ

定勲
いさお

監督の講演では、子どものころの話や映画
製作の裏話などがあり、会場は大いに盛り上がりま
した。映画は数々の賞を受賞し行定監督の出世作と
なった「G

ゴ ー

O」を始め、韓国映画などを上映。行定
監督の次回作の前売り券販売には長蛇の列ができて
いました。２日目の抽選会では、行定監督とアシア
ナ航空熊本支店の金

キ ム

支店長から、１等当選者にソウ
ル往復のペアチケットが贈られました。

　七城温泉ドームの来場者が 600 万人を達成し、
記念セレモニーがありました。幸運にも 600 万人
目の来場者となった野間口在住の今

い ま さ か

坂昭
あ き み つ

光さんに、
福村市長から 600 万人目の認定証と記念品が贈ら
れました。今坂さんは、「びっくりしました。600
万人目になれてうれしいです。開業当初から利用し
ていて、電気風呂や水風呂など種類がたくさんある
ので気に入っています」と笑顔を見せました。セレ
モニーの後、紅白饅頭が来場者に配られました。

人権擁護委員の岩
い わ さ き

﨑義
よ し ろ う

郎さん
が法務大臣表彰

第９回
菊池国際交流映画祭

七城温泉ドーム来場者
600万人達成！

福村市長㊧から伝達を受けた岩﨑義郎さん㊨

交流を楽しむ参加者の皆さん

10　
　21

　市内に住む外国人と市民との交流の場を提供する
第６回在菊外国人交流会が開催されました。今年も
昨年と同様、バスで市内を巡るバスハイクを実施。
市内の柿園での柿狩りでは、初めて体験する人も多
く、大きな柿を手にしながら参加者との交流を楽し
みました。その後、菊池渓谷散策やおいしい旭志牛
のバーベキューで親睦を深めました。参加したベト
ナム人男性は「楽しかった。来年もまた参加したい」
と笑顔で話していました。

市内在住の外国人と
バスハイクで交流会

左から金支店長、１等当選者の真
ま な べ

辺さんは北九州から来場、行定
勲監督
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11　
　６

花房小学校が
文部科学大臣賞を受賞

　花房小学校（田
た な か

中正
ま さ ひ ろ

浩校長）が平成 24 年度全国
学校体育研究で最優秀校（全国で３校）に選ばれ、
文部科学大臣賞を受賞しました。同校は約 50 年に
わたり体育の研究を継続。これまでに文部省体力づ
くり研究指定校など数々の指定を受けながら、児童
育成に取り組んできたことが評価されました。田中
校長は、「受賞は先輩の先生方や子どもたちのおか
げ。本校の伝統を大事にしながら新しい分野にも取
り組んでいきたい」と抱負を語りました。

左から６年生担任で体育研究主任の坂
さかもと

本一
か ず ま

真先生、田中校長、
福村市長

問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所民生課国 民 年 金 情 報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所民生課国 民 年 金 情 報

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

11　
　１

故・坂
さ か む ら

村真
し ん み ん

民さんの詩
泗水西小学校に寄贈

　泗水西小校区の民生児童委員３人が、泗水西小学
校（楠

く す だ

田明
あ き ひ ろ

弘校長）に坂村真民さんの詩「念ずれば
花ひらく」の額を寄贈しました。癒やしの詩人とい
われる坂村さんは、熊本県荒尾市出身の仏教詩人。
この詩は坂村さんが幼いころ、生活が苦しいときに
母親が口にしていた言葉をもとにつくられた作品と
のことです。当日は委員２人が来校。「子どもたち
が楽しく元気で強い忍耐力のある人間に成長してく
れるように」との願いを込めて贈りました。

寄贈された額。来校した２人の民生員（左奥・春
は る た

田勝
か つ こ

子さん㊧、
岩
い わ し た

下千
ち ほ み

保美さん㊨）。楠田校長（右奥）
講演する江里口匡史選手

10　
　28

　菊池市総合体育館で開催されました。会場には、
幼児・児童体育教室などの体験コーナー、アジャタ
やカローリングなどのチャレンジコーナーが開設さ
れ、来場者がさまざまなスポーツを楽しみました。
　フェスタの最後には本市出身である江

え り ぐ ち

里口匡
ま さ し

史選
手のトークショーがあり、ロンドン五輪の感想など
を講話。オリンピックの雰囲気、予選落ちの悔しさ、
リオデジャネイロ五輪出場に向けての意欲などの話
があり、来場者は真剣に耳を傾けていました。

菊池“ゆ”ったり
スポーツクラブフェスタ　

今
年
も
後
わ
ず
か
で
す
。
新
し
い
年
に
向

け
こ
の
１
年
間
の
け
じ
め
を
つ
け
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の
保
険

料
は
納
め
ま
し
た
か
？

　

未
納
の
ま
ま
で
い
る
と
、「
老
後
」
の
年

金
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
「
も
し
も
」
の
と
き

に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
保
険

料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除

が
承
認
さ
れ
た
人
へ

残
り
の
一
部
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

未
納
に
な
り
ま
す
！	

　

　

国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除
（
４
分
の

１
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
３
免
除
）
が

承
認
さ
れ
た
人
へ
は
、
後
日
、
残
り
の
４
分

の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
の
保
険
料
額
の
納

付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
必

ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
一
部
保
険
料
を
納
め
な
い
場
合
は
未

納
期
間
と
な
り
、老
後
に
受
け
取
る
年
金（
老

齢
基
礎
年
金
）
や
、
障
が
い
や
死
亡
に
対
す

る
年
金
（
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
）

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
追
納
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　　

一
部
納
付
期
間
（
一
部
免
除
期
間
）
や
全

額
免
除
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
計

算
す
る
場
合
、
定
額
納
付
さ
れ
た
分
と
比
べ

て
、
少
な
い
金
額
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
追
納
と
い
う
制
度
が
あ

り
、
10
年
以
内
な
ら
免
除
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納

を
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
は
、
当
時

の
保
険
料
に
加
算
金
が
付
き
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
追
納
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

国民年金保険料の
納付のご案内を

民間委託しています
　日本年金機構では、国民年金保険料の納付の
納め忘れの人に対して、電話・文書・戸別訪問
による納付や免除などの申請手続きのご案内を
下記の民間事業者に委託しています。

業者名：キャリアリンク株式会社
連絡先：☎ 0120(925)997

※ 委託を受けた民間業者には、守秘義務が課せ
られています。目的外使用や閲覧、漏洩、複
写などを禁じるなど厳格な安全管理措置を講
じています。

毎月第２火曜日は
年金出張相談（予約制）です
　熊本西年金事務所から派遣された職員が、毎
月第２火曜日（祝日の場合はその前日）の午前
10 時から午後３時まで「菊池中央公民館２階会
議室」で出張相談をしています。
　希望される人は、事前に市民課または各総合
支所民生課で予約が必要です。
　厚生年金に関する手続き、または年金記録確
認・質問・相談などありましたら、気軽に利用
してください。
予約先　　　　　市民課　0968(25)7211
　　泗水総合支所民生課　0968(38)2105
　　旭志総合支所民生課　0968(37)3111
　　七城総合支所民生課　0968(25)1000

11　
　３

受賞した子どもたち

読書感想画・ブックレター
表彰式

　旭志公民館図書室が主催する読書感想画・ブック
レターの表彰式が、旭志公民館で行われました。金
賞受賞者は次のとおりです。（敬称略）
読書感想画　３歳児の部　吉

よ し だ

田雄
ゆ う と

翔　４歳児の部　
清
し み ず

水心
み ゆ

優　５歳児の部　古
ふ る と

津大
た い せ い

靖　小学２年生の部
　岩

い わ ね

根海
か い と

飛　小学３年生の部　木
き づ き

築慎
し ん の す け

之助　小学４
年生の部　嶋

し ま さ き

崎太
た い こ う

洸　小学５年生の部　木
き づ き

築寧
ね ね

音中
学生の部　斉

さ い と う

藤元
げ ん き

樹　ブックレター　小学生の部
田
た な か

中輝
ひ か る

琉　中学生の部　大
お お つ か

塚ひかり
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問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

あなたの意思で
救える命があります

自分が最期を迎えたとき、誰かの命を救うことができ
る臓器移植。私たち一人ひとりが今、臓器提供につい
て考え、家族と話し合い、自分の臓器提供に関する意
思を表示しておくことが大切です。

臓
器
移
植
法
と
は

　

平
成
９
年
に
成
立
し
た
臓
器
移
植

法
は
、
脳
死
を
人
の
死
と
認
定
す
る

こ
と
で
、
脳
死
患
者
か
ら
臓
器
移
植

が
必
要
な
患
者
へ
の
臓
器
提
供
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
法
律
で
す
。
し
か

し
こ
の
法
律
で
は
、
提
供
に
至
る
ま

で
の
条
件
が
厳
し
く
、
臓
器
移
植
に

つ
な
が
る
人
が
少
な
い
状
況
で
し
た
。

国
内
で
の
臓
器
移
植
が
困
難
な
た
め
、

海
外
で
臓
器
移
植
手
術
を
受
け
る
例

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
海
外
で
は
日

本
の
健
康
保
険
も
効
か
な
い
の
で
、

旅
費
や
手
術
費
、
滞
在
費
を
合
わ
せ

る
と
費
用
が
数
千
万
円
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
い
っ
た
臓
器
移
植
患
者
や
家

族
の
負
担
を
減
ら
し
、
か
つ
臓
器
移

植
が
必
要
な
患
者
に
少
し
で
も
提
供

さ
れ
や
す
く
な
る
よ
う
、
平
成
21
年

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
臓
器
移
植
と
は
、
病
気

や
事
故
に
よ
っ
て
心
臓
や
肝
臓
な
ど

の
臓
器
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
人
に
、

他
の
人
の
健
康
な
臓
器
を
移
植
し
て

健康だより

機
能
を
回
復
さ
せ
る
医
療
で
す
。
健

康
な
家
族
か
ら
の
肝
臓
や
腎
臓
な
ど

の
部
分
提
供
に
よ
る
生
体
移
植
と
、

亡
く
な
っ
た
人
か
ら
の
臓
器
提
供
に

よ
る
移
植
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
点
を
簡
単
に
ま
と
め

ま
し
た
。

◆
事
前
に
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を

し
て
い
な
く
て
も
脳
死
を
「
死
」
と

み
な
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　

法
改
正
前
は
、
脳
死
患
者
が
事
前

に
書
面
で
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を

し
て
い
た
場
合
の
み
、
脳
死
段
階
で

死
と
み
な
し
臓
器
提
供
が
可
能
で
し

た
。
し
か
し
今
回
の
改
正
で
、
事
前

の
書
面
に
よ
る
意
思
表
示
が
な
く
て

も
、
脳
死
に
な
れ
ば
死
と
み
な
し
て

臓
器
提
供
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
残
さ
れ
た
親
族
が
拒
否
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
。

◆
本
人
の
事
前
の
意
思
表
示
が
な
く

て
も
移
植
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

　

本
人
の
意
思
表
明
が
な
く
と
も
、

脳
死
後
の
親
族
の
承
諾
だ
け
で
臓
器

移
植
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
事
前
に
本
人
が
拒
否
の
意

思
を
表
明
し
て
い
た
ら
移
植
は
で
き

ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
は

「
イ
エ
ス
」
と
言
っ
て
い
な
い
と
だ

め
だ
っ
た
も
の
が
、事
前
に
「
ノ
ー
」

と
言
っ
て
い
な
け
れ
ば
（
イ
エ
ス
で

も
ノ
ー
で
も
な
い
状
態
で
も
）
臓
器

移
植
が
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

◆
15
歳
未
満
の
児
童
か
ら
の
移
植
も

可
能
に
な
り
ま
し
た

◆
親
族
へ
の
優
先
提
供
が
義
務
に
な

り
ま
し
た

　

脳
死
患
者
の
親
族
が
臓
器
を
必
要

と
し
て
い
た
場
合
、
優
先
的
に
移
植

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ド
ナ
ー
（
臓
器
提
供
）
登
録
が

で
き
る
臓
器

　

移
植
に
用
い
ら
れ
る
臓
器
に
は
、

心
臓
、
肺
、
肝
臓
、
腎
臓
、
す
い
臓
、

小
腸
お
よ
び
眼
球
（
角
膜
）
で
す
。

日
本
で
の
臓
器
の
移
植
希
望
登
録
を

し
て
い
る
人
は
、
お
よ
そ
１
万
３
千

人
い
ま
す
。
し
か
し
臓
器
の
提
供
が

少
な
く
、
数
多
く
の
人
が
移
植
を
待

ち
な
が
ら
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
事
故
や
病
気
で
亡
く
な
る

人
は
、
毎
年
お
よ
そ
１
１
０
万
人
で

す
。
そ
の
１
㌫
弱
の
人
が
脳
死
で
亡

く
な
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
の
方
法

　

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
、
個
人
が
臓
器
を
提
供
す
る
意
思

が
あ
る
か
ど
う
か
を
明
示
す
る
カ
ー

ド
と
し
て
、「
臓
器
提
供
意
思
表
示

カ
ー
ド
」
を
作
成
・
配
布
し
て
い
ま

す
。
カ
ー
ド
自
体
は
以
前
か
ら
あ
り

ま
し
た
が
、
法
改
正
に
合
わ
せ
て
新

し
く
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
カ
ー
ド

は
健
康
推
進
課
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
運
転
免
許
試
験
場
、
コ
ン

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

10
月
19
日
・
26
日
の
歯

科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
子

ど
も
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

野の
な
か中
桜お
う
か花　
（
○菊　
西
正
観
寺
）

木き
の
し
た下
翔し
ょ
う
ま天　
（
○菊　
中
町
）

内う
ち
だ田
瑞み
ず
き輝　
（
○菊　
高
野
瀬
）

小お

だ田
陽ひ
よ
り愛　
（
○菊　
太
田
）

松ま
つ
お
か岡
志し
り
ゅ
う龍　
（
○菊　
片
角
）

松ま
つ
お
か岡
美み

ほ穂　
（
○菊　
遊
蛇
口
）

有あ
り
た田
光こ
う
き希　
（
○菊　
今
）

田た
し
ま島
凪な
ぎ
と音　
（
○菊　
上
長
田
）

後ご
と
う藤
帆ほ
な
み南　
（
○菊　
亘
）

濱は
ま
さ
き﨑
大だ
い
き輝　
（
○菊　
上
赤
星
）

池い
け
だ田　
有ゆ
う　
（
○菊　
藤
田
）

秋あ
き
ば葉
大だ
い
き輝　
（
○菊　
塚
原
）

小お

だ田　
瞬し
ゅ
ん　
（
○菊　
太
田
）

今い
ま
だ田
さ
く
ら
（
○七　
元
村
）

山や
ま
し
た下
絢あ
や
か香　
（
○七　
加
恵
）

青あ
お
き木
愛あ
い
と虎　
（
○旭　
新
明
団
地
）

三み
い
け池
咲さ
く
ら桜　
（
○旭　
あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
）

藤ふ
じ
た田　
紳し
ん　
（
○旭　
津
留
）

中な
か
た田
心み
さ
き咲　
（
○泗　
永
）

山や
ま
し
た下
隆り
ゅ
う
の
す
け

之
介
（
○泗　
富
の
原
中
央
）

松ま
つ
だ田
莉り
あ
ん杏　
（
○泗　
久
米
二
）

山や
ま
き
た北
怜れ

お央　
（
○泗　
田
吹
）

中な
か
た
け竹
真ま

お生　
（
○泗　
富
の
原
東
）

工く
ど
う藤
航こ
う
き輝　
（
○泗　
福
本
二)

清し
み
ず水
結ゆ
い
な愛　
（
○泗　
永)

鈴す
ず
き木
紗さ

わ和　
（
○泗　
朝
日
団
地)

海え

び

ね
老
根
一い
っ
き輝
（
○泗　
富
の
原
中
央)

林は
や
し　
拓た
く
と飛　
（
○泗　
富
の
原
西)

吉よ
し
お
か岡
澪み
お
な那　
（
○泗　
富
の
原
中
央)

　
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
家
族
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
す
。
特
に
、
子
ど
も
が
磨
い
た
後
の

仕
上
げ
磨
き
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
甘
い
も
の
を
控
え
る
こ
と
、
歯
み

が
き
を
す
る
こ
と
、
歯
を
強
く
す
る
こ

と
、
定
期
健
診
を
受
け
る
こ
と
を
心
掛

け
、
む
し
歯
ゼ
ロ
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ
ん
は
、

な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
全
国
約

３
万
４
千
カ
所
か
ら
自
由
に
持
っ
て

い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

臓
器
移
植
法
の
改
正
は
「
命
」
に

関
わ
る
と
て
も
大
事
な
こ
と
。
こ
の

機
会
に
臓
器
提
供
の
意
思
に
つ
い
て

よ
く
考
え
て
み
る
の
も
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
に

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
脳
死
と
は
ど
ん
な
状
態
？

Ａ
．
呼
吸
や
血
圧
な
ど
を
調
節
し
て

い
る
脳
幹
を
含
め
た
脳
全
体
の
機
能

が
停
止
し
、
元
に
は
戻
ら
な
い
状
態

で
す
。
脳
幹
の
機
能
が
残
っ
て
い
て
、

回
復
の
可
能
性
が
あ
る
植
物
状
態
と

は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。

Ｑ
．
臓
器
提
供
希
望
者
に
な
る
に

は
？

Ａ
．
書
面
で
自
分
の
意
思
を
表
示
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
意
思
表

示
の
方
法
は
、
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
意
思
登
録
サ
イ
ト
に
登
録
す
る
▼

被
保
険
者
証
や
運
転
免
許
証
の
裏
面

の
意
思
表
示
欄
に
記
入
す
る
▼
意
思

表
示
カ
ー
ド
・
シ
ー
ル
に
記
入
す
る

方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を
す
る

た
め
の
年
齢
制
限
は
あ
る
の
？

Ａ
．
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
15
歳

以
上
が
有
効
で
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
の
提
供
に
は
本
人
の
拒
否
の
意

思
が
な
け
れ
ば
、
15
歳
以
下
で
も
家

族
の
承
諾
で
臓
器
提
供
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
。
提
供
し
な
い
意
思
表
示

に
つ
い
て
は
年
齢
の
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
．
臓
器
提
供
に
必
要
な
家
族
の
承

諾
の
家
族
の
範
囲
は
？

Ａ
．
原
則
と
し
て
配
偶
者
、
子
、
父

母
、
孫
、
祖
父
母
お
よ
び
同
居
の
親

族
な
ど
で
す
。

Ｑ
．
カ
ー
ド
や
シ
ー
ル
に
記
入
し
た

後
考
え
が
変
わ
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば

い
い
？

Ａ
．
新
し
い
カ
ー
ド
や
シ
ー
ル
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
書
き
換
え
た
日

付
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド

や
シ
ー
ル
を
い
く
つ
か
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
署
名
年
月
日
が
一
番
新
し

い
も
の
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
臓
器
を
提
供
す
る
と
き
に
費
用

が
か
か
る
の
？

Ａ
．
臓
器
を
提
供
す
る
側
に
は
、
提

供
の
た
め
に
必
要
な
検
査
や
手
術
な

ど
に
つ
い
て
の
費
用
負
担
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。
善
意
に
よ
る
提
供
で
す

の
で
、
葬
儀
の
費
用
や
謝
礼
が
支
払

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
臓
器
提
供
の
年
齢
制
限
や
病
歴

に
よ
る
制
限
は
な
い
の
？

Ａ
．
提
供
者
の
年
齢
は
、
お
お
よ
そ

「
心
臓
＝
50
歳
以
下
」、「
肺
＝
70
歳

以
下
」、「
腎
臓
＝
70
歳
以
下
」、「
膵

臓
＝
60
歳
以
下
」、「
小
腸
＝
60
歳
以

下
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
個

人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
年
齢

を
越
え
て
い
て
も
医
学
的
判
断
に
よ

り
提
供
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
全
身
性
・
活
動
性
の

感
染
症
や
、
が
ん
（
治
癒
し
た
と
考

え
ら
れ
る
場
合
を
除
く
）
の
場
合
は

提
供
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
各
臓

器
別
に
細
か
い
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
最
終
的
な
判
断
は
臓
器

提
供
の
際
に
行
わ
れ
る
検
査
結
果
に

よ
り
ま
す
。
な
お
角
膜
（
眼
球
）
は

提
供
側
の
高
年
齢
に
よ
る
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。
老
衰
や
が
ん
で
亡
く

な
っ
た
人
も
提
供
可
能
で
す
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
の
記
入

　

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
は
、

臓
器
提
供
の
意
思
を
持
つ
人
だ
け
が

記
入
・
所
持
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
人
の
意
思
が
不
明
の
場
合
、

家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
臓
器
提
供
が

可
能
で
す
。
臓
器
を
提
供
し
な
い
と

い
う
意
思
の
人
も
、
こ
の
カ
ー
ド
で

意
思
を
表
示
し
家
族
に
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

※ 

提
供
意
思
の
記
入
に
間
違
い
が
あ

る
と
意
思
表
示
が
生
か
さ
れ
ま
せ

ん
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
社
団
法
人

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
jotnw

.or.jp/

）
を
参
考
に
し
て

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
手
続
き
を
進
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

臓器提供意思表示カード

モバイルサイトは
この QR コードを
ご利用ください。
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万
句
の
里
俳
句
会
　
10
月
句
会

秋
の
山
ふ
と
口
ず
さ
む
ブ
ツ
セ
の
詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
打
出　
　
貞

返
り
花
二
ツ
三
ツ
を
仰
ぎ
見
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中　
公
枝

匂
ふ
も
の
触
る
る
も
の
み
な
秋
を
濃
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隈
部　
輝
子

り
ん
ご
園
あ
れ
こ
れ
迷
う
棹
の
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
島　
房
子

式
部
の
実
然さ

り
気げ

な
く
色
揚あ

げ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤　
妙
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
　
10
月
例
会

秋
日
落
ち
雲
に
茜
を
残
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
丁　
義
昭

登
下
校
間
に
刈
ら
れ
し
稲
穂
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺　
大
寿

傾
く
日
納
屋
の
奥
ま
で
冬
隣　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

雲
海
や
雲
の
切
れ
間
に
阿
蘇
の
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本　
和
子

久
住
よ
り
阿
蘇
へ
と
流
れ
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本　
邦
治

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
会
　
10
月
詠
草

お
見
舞
ひ
に
彼
岸
花
そ
へ
友
を
訪
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

万
粒
の
ダ
イ
ヤ
の
如
き
白
露
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

賑
や
か
に
撫
子
芽
生
ゆ
慈
雨
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

鰯
雲
久
し
き
道
を
お
見
舞
ひ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

肥
後
狂
句
桜
会
　
10
月
例
会

歳
か
な
ァ　
夏
バ
テ
秋
に
引
き
ず
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
堀　
善
教

さ
て
一
服　
実
り
の
秋
が
楽
し
み
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村　
○
子

迷
う
な
あ　
こ
こ
か
ら
先
は
地
図
に
無
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
繁
美

岐
れ
道　
一
便
お
く
れ
助
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野　
本
六

と
こ
ろ
が　
胸
ま
で
こ
も
う
な
っ
ち
ゃ
っ

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
田　
明
徳

肥
後
狂
句
水
笑
会
　
10
月
例
会

床
上
浸
水　
た
た
み
や
さ
ん
は
よ
か
景
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
洗
三
代

妙
な
食
堂　
注
文
き
い
て
飯
た
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原　
乗
仏

俺
も
男
だ　
そ
ん
な
台
詞
が
は
け
た
ら
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続　
　
義
昭

俺
も
男
だ　
二
言
は
無
ぁ
て
の
た
ま
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
手　
水
光

俺
も
男
だ　
媽
か
ら
打
た
れ
泣
か
だ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
隈　
好
茶

 

七
城
短
歌
会
　
10
月
詠
草

色
付
き
し
稲
田
の
道
に
ア
キ
ア
カ
ネ
我
を

守
る
と
い
づ
こ
よ
り
来
し　
高
木　
　
精

や
っ
と
今
日
娘
の
作
品
の
絵
本
届
く
は
や

る
手
先
が
解
き
口
さ
が
す　
吉
間　
充
子

強
風
域
わ
が
家
す
れ
す
れ
通
り
す
ぎ
お
だ

し
き
庭
に
プ
ラ
ン
タ
ー
戻
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緒
方　
寛
子

や
ん
わ
り
と
紫
に
咲
く
鉢
植
え
の
朝
顔
に

い
ま
し
秋
の
陽
と
ど
く　
　
岩
津　
凉
子

一
連
の
光
と
な
り
て
赤
ト
ン
ボ
青
田
の
空

を
飛
ぶ
軽
や
か
に　
　
　
　
松
岡
ミ
チ
エ

「
里
」短
歌
会
　
10
月
詠
草

戻
り
来
し
菊
池
の
今
日
は
秋
ま
つ
り
仲
間

と
踊
る
「
人
生
夢
太
鼓
」　
江
頭　
桂
子

色
づ
き
し
稲
田
俄
に
華
や
ぎ
て
案
山
子
十

体
眼
を
光
ら
す
る　
　
　
　
山
城　
雅
子

夕
立
の
後
の
峰
々
も
や
も
や
と
雲
の
生あ

れ

き
て
湯
け
む
り
の
よ
う　
　
岩
本
サ
ヨ
子

仲
秋
の
中
州
一
面
穂
芒
の
そ
よ
ぎ
て
水
面

に
煌
め
き
て
ゐ
し　
　
　
　
川
口　
敦
子

秋
の
陽
の
落
ち
て
あ
た
り
の
静
け
さ
よ
井

手
の
流
れ
の
音
の
か
そ
け
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
見　
朱
實

菊
池
短
歌
会
　
11
月
詠
草

阿
蘇
路
行
く
我
ら
一
行
満
開
の
コ
ス
モ
ス

風
に
ゆ
れ
や
ま
ぬ
道　
　
　
余
語
や
す
子

秋
展
の
絵
を
描
き
終
へ
し
筆
洗
ふ
得
た
る

安
堵
に
永
く
か
か
り
て
　
　
安
藤　
則
子

台
風
も
逸そ

れ
て
自
慢
の
菊
池
米
初
の
し
ら

げ
を
両
手
に
掬
ふ
　
　
　
　
岩
木　
妙
子

生
ま
れ
月
お
な
じ
三
人
が
三
本
の
蝋
燭
も

て
祝
ぐ
二
二
○
歳
　
　
　
　
岩
木　
典
子

裏
川
に
は
や
一
陣
の
鴨
来
た
り
濁
み
声
交

す
秋
日
浴
び
つ
つ
　
　
　
　
梅
田　
昭
子

と し ょ だ よ り

新着・お薦め図書

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

耳より情報

司書のつぶやき

今年も感想画、ブックレター
のご応募ありがとうございま
した !!
　　　　　　　　　　ホタル

泗水図書館
　空の拳
　この君なくば
　水のかたち
　精選女性随筆集
　種のキモチ
　本屋さんで待ちあわせ
　緑の精にまた会う日
　くまの皮をきた男

中央公民館図書室
　シマウマの逃げ方ライオンの追い方
　オペラの館がお待ちかね
　清須会議
　ねこの手かします　たこやきやのまき
　
　ずら～りイモムシならべてみると…
　ごちそうがいっぱい

七城公民館図書室
　ある男
　島へ免許を取りに行く
　もりのおるすばん
　戦争を取材する

旭志公民館図書室
　百年法上・下
　夜９時からの速攻うちごはん
　よっつめの約束
　ブリと虹のほのお

角
か く た

田光
み つ よ

代　著
葉
は む ろ

室　麟
りん

　著
宮
みやもと

本　輝
てる

　著
須
す が

賀敦
あ つ こ

子・川
かわかみ

上弘
ひ ろ み

美　選
山
や ま だ

田悠
ゆうすけ

介　著
三
み う ら

浦しをん　著
リンダ・ニューベリー　著
フェリクス・ホフマン　絵

和
わ だ

田典
のりゆき

之　著
室
む ろ た

田尚
な お こ

子　著
三
み た に

谷幸
こ う き

喜　著

内
う ち だ

田麟
り ん た ろ う

太郎　作
高
たかおか

岡昌
ま さ え

江　文
きむらゆういち著

木
き う ち

内　昇
のぼり

　著
星
ほ し の

野博
ひ ろ み

美　著
丸
まるやま

山陽
よ う こ

子　著
山
やまもと

本美
み か

香　著

山
や ま だ

田宗
む ね き

樹　著
主
し ゅ ふ

婦の友
ともしゃ

社　編
高
た か の

野　優
ゆう

　著
阿
あ べ

部行
ゆ き お

夫　作

「
ち
い
さ
く
な
っ
た
パ
パ
」

ウ
ル
フ
・
ス
タ
ル
ク
　
作

河原小学校３年
吉
き ら

良杏
あんじゅ

樹さん

図書館 Q&A ！
Ｑ．パソコンはありますか？
　　（インターネットは使えますか？）
Ａ．パソコンはありません。
　　（インターネットは使えません。）
Ｑ．パソコンの持ち込みはできますか？
Ａ．パソコンの持ち込みはできません。

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
こ
の
本

を
読
ん
で
、
子
ど
も
の
時
に
し
か
で
き
な
い

事
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
私
は
ま
だ
子
ど
も
な
の
で
、
今
の
う
ち
に

本
を
た
く
さ
ん
読
ん
だ
り
、
友
だ
ち
と
た
く

さ
ん
遊
ん
だ
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
ち

い
さ
く
な
っ
た
パ
パ
」
は
、
お
も
し
ろ
い
本

な
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

　

私
の
お
す
す
め
の
本
は
「
ち
い
さ
く

な
っ
た
パ
パ
」
で
す
。
私
は
こ
の
本
の
題

名
を
見
た
と
き
、
ど
ん
な
ふ
う
に
パ
パ
が

小
さ
く
な
っ
た
の
か
知
り
た
く
て
、
早
く

読
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
本
は
、
流
れ
星
に
「
私
を
子
ど
も

に
し
て
く
だ
さ
い
。
１
日
だ
け
で
い
い
で

す
か
ら
。」
と
お
願
い
し
た
パ
パ
が
、
本

当
に
小
さ
く
な
っ
て
息
子
の
ト
ー
マ
ス
と

い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
と
い
う
お
は
な
し
で
す
。

体
は
小
さ
く
な
っ
て
も
、
心
は
大
人
の
ま

ま
の
パ
パ
が
、
車
を
運
転
し
た
り
、
高
級

レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
っ
た
り
し
て
、
息
子
に

格
好
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う
と
す
る
と

こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
で
す
。
私
は
大
人
の

ほ
う
が
何
で
も
で
き
る
か
ら
、
早
く
大
人

マナーを守って気持ちよく利用しましょう！

　世の中には、いろいろなマナーがあります。もちろん、図書館（室）
を利用する時のマナーというのもあります。
　マナーを守ることは、少しも難しいことではありません。一人一
人が、ほんの少し気をつけることで、みんなが気持ちよく利用する
ことができます。これを機会にもう一度、自分のマナーを見直して
みましょう！
▼携帯電話での通話や撮影は禁止です！
　図書館（室）内では電源を切るかマナーモードに設定をお願いし
ます。
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菊
池
川
の
支
流
、
河
原
川
上
流
の

岩
下
と
平
山
・
麦
田
を
結
ぶ
交
通
路

と
し
て
架
け
ら
れ
た
単
一
ア
ー
チ
の

石
橋
で
す
。
橋
の
た
も
と
に
馬
頭
観

音
を
祭
る
小
さ
な
祠
が
あ
り
、
周
囲

の
風
景
に
溶
け
込
み
素
朴
な
橋
で
趣

が
あ
り
ま
す
。

　

明
治
５
年
に
架
け
替
え
ら
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
橋
の
施

主
や
石
工
名
は
洪
水
で
流
失
し
た
た

め
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
橋
の
特
徴
は
、
木
の
枠
組
み

で
は
な
く
土
の
う
を
積
み
上
げ
て
、

そ
の
上
に
輪
石
を
両
端
か
ら
積
み
上

げ
て
い
っ
た
工
法
で
あ
る
こ
と
。
輪

石
と
輪
石
の
間
を
鉄
の
棒
で
し
め
合

わ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
菊
池
市
史
よ
り
）

　
村
上
家
の
墓
（
10
数
基
）・
キ
リ
シ

タ
ン
墓
地
（
10
数
基
）
は
、
津
留
区

墓
地
公
園
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。

　

村
上
家
は
、
宮
本
武
蔵
の
亡
き
後
、

そ
の
武
蔵
流
兵
法
を
代
々
受
け
継
ぎ
、

剣
術
師
範
役
を
務
め
て
き
た
流
派
の

中
の
一
つ
で
、
二
天
一
流
の
兵
法
を

納
め
る
家
柄
で
し
た
。

　

ま
た
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
は
、
隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
と
み
ら
れ
る
墓
碑
が
現

存
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
信
仰
の

証
と
し
て
背
面
に
十
字
架
（
ク
ル
ス
）

が
彫
ら
れ
て
い
る
墓
碑
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
お
墓
を
含
め
た
津
留
区

墓
地
公
園
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
津
留
区
民
に
親
し
ま
れ
、
大
切

に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

岩
下
橋

村
上
家
の
墓・キ
リ
シ
タ
ン
墓
地

認定番号第ふるさと H23 － 13 号
推薦者：岩平区

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
○30

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０認定番号第ふるさと H23 － 14 号

推薦者：津留区

地
域
人
権
教
育
指
導
員

　
糸い
と
お
か岡　
勇ゆ
う
じ二

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       87

一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
宝

～
す
べ
て
の
子
ど
も
が
尊
重
さ
れ
、

　
　
　
個
性
を
発
揮
で
き
る
社
会
へ
～

　
少
子
化
が
進
む
日
本
。
国
は
、
少
子

化
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
「
少
子
化

社
会
対
策
基
本
法
」を
制
定
し
、
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
社
会
の
た
め
に
「
子
ど
も

子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
は
、
将
来
を
担
う
社
会
の
宝

で
す
。
だ
れ
も
が
そ
の
子
ら
し
く
、
い

き
い
き
成
長
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
現
実
に
は
、
子
ど
も
同
士

の
い
じ
め
の
ほ
か
、
子
育
て
を
放
棄
し
、

し
つ
け
と
称
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど
、

大
人
が
子
ど
も
を
傷
つ
け
る
痛
ま
し
い

事
件
も
起
き
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問

題
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
の
子
ど

も
に
起
き
る
悲
し
い
出
来
事
は
、
本
当

は
社
会
全
体
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
子

ど
も
が
幸
せ
に
育
つ
た
め
、
わ
た
し
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
で
き
る
こ
と
が
き
っ

と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
日
常
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
子
ど
も
は
厳
し
く
し
つ
け
た
ほ
う
が

よ
い
」 

【
し
つ
け
と
い
う
虐
待
】　 

　
子
ど
も
に
関
係
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

実
行
す
る
と
き
に
は
「
子
ど
も
に
と
っ

て
一
番
い
い
こ
と
」を
考
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
へ
の
愛
情
に
基
づ

く
こ
と
が
し
つ
け
の
基
本
で
す
が
、
大

人
自
身
の
行
為
が
子
ど
も
に
と
っ
て
有

害
な
行
為
で
は
な
い
か
、
感
情
的
に

な
っ
て
い
な
い
か
冷
静
に
考
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

「
子
ど
も
は
黙
っ
て
大
人
の
言
う
と
お

り
に
し
な
さ
い
」

【
大
人
の
独
断
】　

　
子
ど
も
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
か
ず
、

頭
ご
な
し
に
否
定
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
ま
ず
は
、
子
ど
も
の
意
思
や

希
望
を
き
ち
ん
と
聞
き
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
を
「
わ
が
ま
ま
」と
す
る
か
「
子
ど

も
の
権
利
」と
す
る
か
、
大
人
の
正
し

い
判
断
力
が
必
要
で
す
。

「
忙
し
い
か
ら
あ
と
で
」

【
子
ど
も
の
気
持
ち
を
無
視
】　

忙
し
さ
を
理
由
に
、
子
ど
も
の
話
を

「
あ
と
で
」「
い
つ
か
」と
さ
え
ぎ
っ
て
、

忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
が
話
し
た
い
と
き
に
聞
い
て
あ

げ
る
こ
と
が
、
親
子
の
信
頼
関
係
と
安

心
感
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

「
子
ど
も
が
か
わ
い
い
と
思
え
な
い
」

【
孤
立
し
た
子
育
て
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
】

　
核
家
族
化
の
中
で
の
孤
立
し
た
子
育

て
は
、
母
親
の
負
担
が
大
き
く
、
育
児

に
関
す
る
悩
み
な
ど
を
一
人
で
抱
え
込

み
、
心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
て
し
ま
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。
周
り
の
人
や
専
門

機
関
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）に
国
連

総
会
で
可
決
さ
れ
、
１
９
９
４
年
（
平

成
６
年
）、日
本
で
も
批
准
さ
れ
た
「
児

童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

第
12
条　
意
見
を
言
う
権
利

「
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
私
た
ち

に
も
決
め
さ
せ
て
。」

第
13
条　
表
現
の
自
由

「
自
分
の
考
え
は
言
い
た
い
、
書
き
た

い
、
他
人
の
考
え
も
聞
き
た
い
、
知
り

た
い
。」

第
19
条　
親
か
ら
虐
待
さ
れ
な
い

「
愛
の
ム
チ
、
そ
れ
は
ホ
ン
ト
に
子
ど

も
の
た
め
？
」

　
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、
一
人
の
人
格

を
持
っ
た
人
間
と
し
て
接
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館　

　

☎
０
９
６
８(

27)

０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り
　

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！！

　　
「
振
り
込
め
詐
欺
」
は
皆
さ
ん
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？
以
前
は
「
お
れ
お

れ
詐
欺
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

現
在
は
さ
ら
に
「
買
え
買
え
詐
欺
」

に
形
を
変
え
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
、未
公
開
株
や
社
債・

フ
ァ
ン
ド
、
水
資
源・リ
ゾ
ー
ト
施
設・

海
外
の
土
地
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
使
用
権
取
引
な
ど
の
怪
し
い
儲

け
話
で
、
高
齢
者
を
中
心
に
被
害
が

出
て
い
ま
す
。

　

典
型
的
な
「
買
え
買
え
詐
欺
」
の

手
口
は
、「
劇
場
型
勧
誘
」
と
い
わ
れ

る
方
法
で
、
消
費
者
の
自
宅
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
金
融
商
品
や
利
用
権
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
り
つ
け
、
前
後
し

て
別
の
会
社
を
名
乗
り
、
電
話
で
「
こ

う
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い

な
い
か
。
そ
の
商
品
・
権
利
は
大
変

価
値
が
あ
る
。
封
筒
が
届
い
た
個
人

し
か
買
え
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
買
っ

て
く
れ
れ
ば
高
値
で
買
い
取
る
。」「
謝

礼
を
払
う
の
で
代
理
で
買
っ
て
欲
し

い
」
と
、
持
ち
か
け
、
複
数
の
会
社

を
名
乗
り
同
じ
よ
う
な
説
明
を
し
、

消
費
者
を
信
用
さ
せ
、
商
品
の
説
明

で
は
、
環
境
の
保
全
に
寄
与
し
社
会

貢
献
に
な
る
な
ど
、
必
ず
儲
か
る
話

の
ほ
か
に
「
世
の
た
め
人
の
た
め
に

な
る
」
気
に
さ
せ
、
契
約
を
あ
お
り
、

代
金
を
支
払
わ
せ
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
の
相
手
と
も
連
絡
が

取
れ
な
く
な
り
、
商
品
や
権
利
だ
け

が
手
元
に
残
り
、
転
売
を
し
よ
う
と

し
て
も
架
空
の
商
品
や
権
利
で
あ
っ

た
り
、
話
と
違
い
価
値
の
な
い
も
の

で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
度
似
た
よ
う
な
話
に
騙

さ
れ
た
人
に
対
し
「
損
害
を
取
り
戻

し
て
あ
げ
る
」
と
騙
す
二
次
被
害
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、被
害
者
の
特
徴
と
し
て
、「
自

分
は
騙
さ
れ
な
い
。」
と
思
っ
て
い

た
人
が
多
い
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

自
分
に
は
関
係
な
い
、
断
る
自
信
が

あ
る
と
い
う
人
ほ
ど
十
分
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

重
大
な
決
定
は
一
人
で
判
断
せ
ず
、

誰
か
に
相
談
す
る
か
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。

※
各
団
体
・
地
域
向
け
の
出
前
講
座

を
無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。　

ご
希
望
の
方
は
菊
池
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」
⑭

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
６
８
（
36
）
９
４
５
０

平
日
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　

商
工
観
光
課
入
り
口

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報わいふ一番館だより

音女（おとめ）の世界絵画展　～日本の風景と花～
期　間　～12月16日㈰
　「常陸の国」茨城県鹿嶋市からの出展です。自然の風景と
花を水彩画で表現。ご家族皆さまでぜひお越しください。

写友さくら写真展〝時〟　鶴長広志
期　間　12月18日㈫～平成25年１月14日㈪㈷
　時の流れを感じてください。個々の作品のいいところが
出せたらと思っています。ぜひ一度ご覧ください。

第３回わいふ一番館企画展
文教の郷・菊池－菊池学と先哲－
期　間　12月１日㈯～平成25年３月31日㈰
　文教菊池の土台を築きあげた15世紀、そして近代文教の
祖・渋江紫陽、木下梅里は優れた人材を世に数多く輩出し
て文教菊池の名は高まりました。今回は近代文教にスポッ
トを当て企画しました。ぜひご来館ください。

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630

※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

夫婦の手紙・絵手紙展
期　間　～平成25年１月20日㈰
　口に出しては言えない日頃の感謝の思いを込めて─。手
紙をとおして自分の一番大切な人への思いを伝えます。

菊池夢美術館で展示してみませんか？
　来年度の申し込みを受け付けていますので気軽にお尋
ねください。

開館時間　午前９時～午後５時30分
※年末年始の開館時間はお問い合わせください。

平成 24 年度絵手紙の部最優秀賞
髙
た か き

木ルミさん

ふ
る
さ
と
樂が
っ
こ
う校
２
０
１
２

農
村
の
未
来
・
魅
力
を
学
ぶ
講
座

　
農
山
村
の
魅
力
を
満
喫
し
つ
つ
、
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
合
う

取
り
組
み
「
ふ
る
さ
と
樂
校
」
を
菊
池

市
水
源
地
区
を
舞
台
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
計
３
回
行
わ
れ
る
「
ふ
る
さ

と
樂
校
」
で
は
、
各
分
野
で
活
躍
中
の

講
師
陣
を
向
か
え
た
講
座
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
担
い
手
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
人
、
地
域
づ
く

り
の
情
報
や
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
た
い
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

取
り
組
み
で
す
。

開
催
日　
（
第
２
回
、
第
３
回
）

12
月
８
日
㈯
～
９
日
㈰

「
農
山
村
の
問
題
点
を
探
っ
て
み
よ
う
」

１
月
26
日
㈯
～
27
日
㈰

「
農
山
村
の
元
気
づ
く
り
を
実
践
！
」

参
加
費

　
一　
般　
　
　
４
０
０
０
円

　
高
校
生
以
下　
２
０
０
０
円

　
（
１
泊
３
食
宿
泊
費
・
保
険
料
）

　
日
帰
り
参
加　
１
０
０
０
円

定年退職された人も対
象とした取り組みです。
お気軽にご参加くださ
い。
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問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

お
知
ら
せ

　
対
象
者
に
は
健
診
の
１
カ
月
前
に
個
別

通
知
し
て
い
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３・４
か
児
健
診　

対
象
児　
七
城
・
旭
志
・
泗
水
地
区
の
平

成
24
年
10
月
生
ま
れ

◦
と　
き　
平
成
25
年
２
月
20
日
㈬

　
　
受
付　
午
後
１
時
10
分
～
30
分　

ふ
ん
・
尿
の
後
始
末
は

飼
い
主
の
責
任
で
す
！

　
犬
や
ネ
コ
の
ふ
ん
や
尿
に
よ
り
、
道
路

や
公
園
、
近
所
の
庭
や
畑
が
汚
さ
れ
て
い

ま
す
。
散
歩
の
と
き
は
、
ふ
ん
の
後
始
末

が
で
き
る
も
の
（
尿
の
場
合
は
水
や
消
臭

剤
）
を
持
っ
て
い
き
、
周
辺
住
民
の
暮
ら

し
を
考
え
必
ず
持
ち
帰
る
な
ど
適
切
に
処

理
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
放
し
飼
い
は

絶
対
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

　
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
か
み
つ
き
事
故
、

他
人
の
敷
地
で
の
迷
惑
行
為
な
ど
の
苦
情

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
い

犬
に
も
怖
が
っ
た
り
す
る
人
が
い
ま
す
し
、

家
族
に
は
お
と
な
し
く
て
も
他
人
に
は
ほ

え
た
り
な
ど
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
迷
惑

を
か
け
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
散
歩

の
と
き
や
夜
の
間
も
、
必
ず
つ
な
ぎ
ま

し
ょ
う
。
犬
が
交
通
事
故
に
あ
う
こ
と
も

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
ジ
フ
テ
リ

ア
・
百
日
せ
き
・
ポ
リ
オ
・
破
傷
風
の
混

合
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

実
施
期
間　
平
成
25
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

対
象
者　
生
後
３
カ
月
か
ら
90
カ
月
に
至

る
ま
で
の
乳
幼
児
で
、
３
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
と
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
ど
ち
ら
と
も
１
回

も
受
け
て
い
な
い
人
。

※ 

３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
を
す
で
に
１
回
で
も
受
け
た
人
は
、

原
則
最
初
に
使
用
し
た
ワ
ク
チ
ン
を
最

後
ま
で
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

接
種
回
数

◦ 

初
回
接
種
３
回
（
20
日
～
56
日
の
間
隔

で
３
回
接
種
）

◦ 

追
加
接
種
１
回
（
初
回
接
種
３
回
目
の

終
了
後
、
お
お
む
ね
１
年
あ
け
る
）

接
種
料
金　
無
料

12 月の「税」の納期限
12 月 25 日㈫

問い合わせ先 
税務課市民税係　☎ 0968(25)7206

　●市県民税　第４期
　●国民健康保険税　第６期
※口座振替を利用している人

は、12 月 25 日㈫に振替を
行いますので、残高の確認を
お願いします。

介護予防ミニ講座
認知症予防シリーズ①

～食生活を見直しましょう～
　バランスの良い食事を取ることは、生活
習慣病を予防し、認知症の予防にもつなが
ります。
＜ワンポイントアドバイス＞
　野菜・果物に含まれるビタミンＣ・ビタ
ミンＥ・ベータカロチンには、抗酸化作用
があり、脳の老化を防ぐ働きがあります。
◆ビタミンＣが多く含まれる食品
　 レモン・イチゴ・小松菜・ピーマン・カ

リフラワー・ブロッコリーなど
◆ビタミンＥが多く含まれる食品
　 カボチャ・サツマイモ・モロヘイヤ・ピ

ーナッツ・ホウレンソウ・アボカドなど
◆ベータカロチンが多く含まれる食品
　 カボチャ・小松菜・春菊・ニンジン・ニ

ラ・ホウレンソウ・パセリなど

問い合わせ先　高齢支援課地域包括支援係
　　　　　　　☎ 0968（25）7216

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ
の

お
願
い
で
す

乳
児
健
診
の
日
程
・
場
所
を

変
更
し
ま
す

４
種
混
合
予
防
接
種

　
な
お
、
放
し
飼
い
の
犬
を
発
見
し
た
場

合
は
保
健
所
に
よ
り
捕
獲
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
７

接
種
で
き
る
医
療
機
関　
委
託
医
療
機
関

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

そ
の
他　
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
民
生
課
で
予
防
接
種
の
予
診
票
を
受
け

取
る
場
合
は
、
必
ず
母
子
手
帳
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
９

◦
と
こ
ろ　
七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

３・４
か
児
健
診

◦ 

対
象
児　
七
城
・
旭
志
・
泗
水
地
区
の

平
成
24
年
11
月
生
ま
れ

◦
と　
き　
平
成
25
年
３
月
27
日
㈬

　
　
受
付　
午
後
１
時
10
分
～
30
分　

◦
と
こ
ろ　
七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
９

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　
県
保
健
所
で
は
、「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

前
後
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
拡
充
し
て
実
施
し

ま
す
。
エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
免
疫
力
が
低
下
し

さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
や
悪
性
の
腫
瘍
な
ど

が
現
れ
ま
す
。

　
感
染
か
ら
発
病
ま
で
数
年
の
潜
伏
期
が

あ
り
、
感
染
し
て
い
て
も
早
期
に
発
見
し

治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
発
病
を
予
防
し

た
り
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
切
な
人
へ
感
染
を
広
げ
な
い
た
め

に
も
、
一
度
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
検
査
は
採
血
だ
け
で
す
の
で
短
時
間
で

終
了
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
熊
本
県
菊
池
保
健
所

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
４
１
３
８

　
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
調
査
票
の
内
容
に
つ

い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
に
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
振
興
課
情
報
統
計
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
９

無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
が

受
け
ら
れ
ま
す

油
の
流
出
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

本川への油流出を防ぐため、オイルフ
ェンスとオイル吸着マットを設置

排水路から下流への油流出を防ぐた
め、オイル吸着マットを設置

　
平
成
22
年
度
の
国
内
養
鶏
場
で
の
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
は
、
９

県
24
農
場
で
発
生
し
約
１
８
３
万
羽
が
殺

処
分
さ
れ
ま
し
た
。
野
鳥
で
も
16
県
で
同

じ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

23
年
度
は
幸
い
に
も
国
内
で
の
発
生
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
隣
諸
国
で
は
現

在
も
続
発
し
て
い
ま
す
。

　
国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
家
庭
な
ど
で

飼
育
し
て
い
る
鳥
が
感
染
す
る
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で

く
る
可
能
性
の
あ
る
野
鳥
な
ど
が
近
付
か

な
い
よ
う
に
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

感
染
防
止
対
策

◦ 

小
屋
に
金
網
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
（
２
㌢
角

以
下
）
を
張
り
、
餌
や
水
は
小
屋
の
中

に
置
い
て
餌
が
小
屋
の
周
辺
に
散
乱
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦ 

飼
育
し
て
い
る
鳥
は
毎
日
観
察
し
、
世

話
を
し
た
後
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
忘

れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◦ 

原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
連
続
し
て
死

亡
す
る
な
ど
の
異
常
が
あ
れ
ば
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

か
ら
守
る
た
め
に

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

◦ 
家
き
ん
（
鶏
、
ア
ヒ
ル
、
ウ
ズ
ラ
、
キ

ジ
、
ダ
チ
ョ
ウ
、
ホ
ロ
ホ
ロ
ド
リ
、
七

面
鳥
）
の
連
絡
先

　
熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
０
９
６
８
（
46
）
２
０
７
５

◦
愛
玩
鳥
（
家
き
ん
以
外
）
の
連
絡
先

　
菊
池
保
健
所

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
４
１
３
５

◦
野
鳥
の
連
絡
先

　
菊
池
地
域
振
興
局
林
務
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
１
０
３
９

　
水
質
事
故
の
発
生
原
因
で
最
も
多
い
の

が
油
の
流
出
に
よ
る
も
の
で
す
。
特
に
冬

は
暖
房
や
農
業
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
に

伴
う
油
の
使
用
が
増
え
、
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
で
事
故
が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

　
油
流
出
事
故
が
起
き
る
と
、
河
川
の
水

が
汚
染
さ
れ
、
農
業
用
水
や
生
活
用
水
に

汚
染
が
広
が
り
、
地
域
の
人
た
ち
の
生
活

に
大
き
な
被
害
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
油
事
故
の
後
処
理
に
は
細
心
の
注
意

が
必
要
で
、
人
的
・
経
済
的
負
担
も
免
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、次
の
予
防
対
策
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

油
流
出
の
予
防
対
策

◦ 

燃
料
タ
ン
ク
と
配
管
の
接
続
部
分
に
緩

み
な
ど
が
な
い
か

◦ 

配
管
の
腐
食
や
亀
裂
な
ど
の
異
常
が
な

い
か

◦
燃
料
の
減
る
量
が
早
く
な
い
か

◦
家
屋
内
や
周
辺
が
油
臭
く
な
い
か

◦
給
油
す
る
と
き
は
目
を
離
さ
な
い

◦ 

屋
外
に
あ
る
タ
ン
ク
な
ど
は
防
油
提
を

設
置
す
る
。

油
流
出
事
故
処
理
の
状
況

問
い
合
わ
せ
先

　
国
土
交
通
省

　
菊
池
川
河
川
事
務
所
管
理
課

　
☎
０
９
６
８
（
44
）
２
１
７
１

　
環
境
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
７
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番
号 工事名 工事場所 落札者

落札額
落札率

指名
業者
数

事業
担当課予定価格

1 平成 24 年度旭志中学校グラウンド整備工事 旭志小原 ㈱安武建設工業
76,177,500

98.9% 9 都市整備課
77,028,000

２ 平成 24 年度
菊池市泗水ホール空調機械設備修繕 泗水町福本 協成設備工業㈱

菊池営業所
33,810,000

97.6% 11 生涯学習課
34,657,350

３ 平成 24 年度七城リバーサイドパーク
南プールろ過設備等改修工事 七城町林原 ㈲木野設備

18,291,000
98.0% 11 商工観光課

18,663,750

４ 平成 24 年度伊野橋補修工事 原（立門） ㈱竹﨑建設
14,175,000

97.7% 17 土木課
14,513,100

５ 平成 24 年度細永橋補修工事 原細永 川口建設㈱
35,437,500

98.9% 17 土木課
35,845,950

６ 平成 24 年度市野瀬橋補修工事 豊間市野瀬 ㈱荒木建設
17,115,000

98.6% 17 土木課
17,364,900

７ 平成 24 年度住吉橋補修工事 泗水町南住吉 ㈱荒木重機
27,405,000

98.6% 17 土木課
27,801,900

８ 平成 24 年度福本橋補修工事 泗水町福本 ㈱トーカイ
54,600,000

98.8% 17 土木課
55,245,750

９ 平成 24 年度矢護川橋補修工事 泗水町上住吉 ㈱吉安建設
14,017,500

97.8% 17 土木課
14,326,200

10 平成 24 年度第 2 飛熊橋歩道橋下部工工事 泗水町住吉 ㈱荒木重機
35,175,000

98.5% 9 土木課
35,707,350

11 平成 24 年度
妻越泗水線橋梁下部工事（左岸工区） 旭志新明 ㈲岩根工業

42,525,000
98.6% 9 土木課

43,125,600

12 平成 24 年度
妻越泗水線橋梁下部工事（右岸工区） 旭志新明 ㈱江上建設

46,620,000
98.8% 9 土木課

47,206,950

13 平成 24 年度
七城リバーサイドパーク南プール改修工事 七城町林原 ㈱七城建設

33,127,500
98.8% 5 商工観光課

33,546,450

14 平成 24 年度泗水小学校体育館屋根改修工事 泗水町豊水 ㈱坂本工務店
16,306,500

98.3% 8 都市整備課
16,593,150

15 平成 24 年度
泗水中央線道路改良工事（7 工区） 泗水町住吉 太陽土木㈱

泗水支店
60,585,000

98.3% 9 土木課
61,626,600

16 平成 24 年度伊倉黒仁田線道路改良工事 重味 世紀建設㈱
52,920,000

98.9% 13 土木課
53,482,800

17 平成 24 年度
遊蛇口マンホールポンプ設備工事 玉祥寺 南九州エンジニア

リングサービス㈱
12,677,280

70.0% 11 下水道課
18,110,400

18 平成 24 年度旭志北部地区簡易水道事業配水
管布設工事（3 工区） 旭志弁利 ㈲若山商店

21,840,000
96.4% 11 水道局

22,665,300

19 平成 24 年度旭志北部地区簡易水道事業配水
管布設工事（4 工区） 旭志弁利 ㈲本藤設備

14,353,500
97.2% 11 水道局

14,764,050

20 平成 24 年度七城体育館屋根改修工事 七城町鴨川 ㈱坂本工務店
34,072,500

98.5% 5 社会体育課
34,577,550

21 平成 24 年度西寺区配水管布設替工事 西寺 熊本利水工業㈱
菊池支店

28,444,500
98.0% 11 水道局

29,019,900

※落札額が 1 千万円以上のものを掲載しています。
※その他の入札結果は、ホームページおよび財政課で閲覧できます。公共事業入札の公表

入札 ( 開札 ) 日：① 10 月５日・②③ 11 日・④～⑭ 12 日・⑮～⑰ 17 日・⑱⑲ 22 日・⑳㉑ 31 日 （税込・円）

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

　
「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
を
合
わ
せ
た
総
称
で
す
。
事
業
の

種
類
や
規
模
に
関
わ
り
な
く
、
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
加

入
手
続
き
を
行
い
労
働
保
険
料
を
納
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
を
中
心
に
、
加
入
手
続
き
を
し

て
い
な
い
事
業
場
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
労
働
者
に
必
要
な
労
災
保
険
給
付
、
失

業
し
た
場
合
の
失
業
給
付
や
在
職
中
の
育

児
・
介
護
休
業
給
付
な
ど
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
速
や
か
に
保
険
の
加
入
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
の
制
度
や
加
入
手
続
き
に
つ
い
て

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
？　
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て

い
た
の
に
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
人
を
探
し
て
い
ま
す
。
以
前
林
退
共

に
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

人
に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　
被
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
と
被
共
済
者

に
対
し
、
共
済
手
帳
の
紛
失
や
退
職
金
の

請
求
な
ど
各
種
手
続
き
の
必
要
性
が
生
じ

た
場
合
は
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
対
応

し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
８
７

　

就
業
し
て
い
る
調
理
師
の
皆
さ
ん
は
、

２
年
ご
と
に
就
業
地
な
ど
に
関
す
る
届
け

出
が
必
要
で
す
。

対　
象　
12
月
31
日
現
在
、
調
理
師
免
許

を
持
ち
県
内
で
調
理
業
務
を
し
て
い
る
人

届
出
用
紙
の
設
置
場
所　
県
庁
健
康
づ
く

り
推
進
課
、
県
内
各
保
健
所
、
熊
本
市
各

区
役
所

　

こ
の
基
金
は
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の

不ふ
ど
う動
裕ゆ
う
り理
さ
ん
か
ら
頂
い
た
寄
付
を
基
に

創
設
し
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

交
付
対
象
・
金
額

① 

市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
会
員
10

人
以
上
で
活
動
し
て
い
る
団
体
で
、
年

間
を
通
じ
て
活
動
し
て
い
る
団
体
へ
の

補
助
金
。（
学
校
部
活
動
は
除
く
）

　
１
万
円
（
年
額
）

② 

本
市
の
小
中
学
生
を
対
象
に
行
う
ス
ポ

ー
ツ
講
習
会
な
ど
の
講
師
謝
礼
に
対
す

る
補
助
金
。

　
３
万
円
以
内
（
年
間
１
回
）

　
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
予
選
会
な
ど
を
経
て
全
国
大

会
へ
出
場
す
る
人
に
対
し
て
、
報
奨
金
を

交
付
し
ま
す
。

主
な
対
象　
▼
国
民
体
育
大
会
▼
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
▼
地
方
大
会
を
勝
ち
抜

き
県
以
上
の
代
表
で
全
国
大
会
へ
出
場
し

た
人
▼
世
界
大
会
や
ア
ジ
ア
大
会
な
ど
の

大
会
に
出
場
し
た
人

交
付
額　
一
定
の
基
準
に
よ
り
１
万
円
か

ら
３
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
体
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

林
業
退
職
金
共
済
制
度

就
業
し
て
い
る
調
理
師
は

届
け
出
が
必
要
で
す

菊
池
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

育
成
ゆ
う
り
基
金

全
国
大
会
な
ど
の
出
場
者
に

報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
！

③ 

そ
の
他
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認

め
る
事
業
に
対
す
る
補
助
金
。

　
３
万
円
以
内
（
１
事
業
）

必
要
書
類　
▼
菊
池
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー

ツ
育
成
ゆ
う
り
基
金
補
助
金
申
請
書
▼
会

員
お
よ
び
指
導
者
名
簿
▼
団
体
の
予
算
書

▼
年
間
の
事
業
計
画
書
▼
そ
の
他
教
育
委

員
会
が
必
要
と
認
め
る
も
の

※ 

交
付
決
定
後
、
決
算
時
に
報
告
書
な
ど

の
書
類
提
出
が
必
要
で
す
。

※ 

不
動
裕
理
さ
ん　
小
学
５
年
生
の
夏
休

み
に
ゴ
ル
フ
と
出
会
い
、
19
歳
で
女
子

プ
ロ
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
最
年
少
で
合

格
。
平
成
12
年
～
17
年
の
６
年
連
続
賞

金
女
王
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
体
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

は
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
　

　
熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
２

提
出
期
限　
平
成
25
年
１
月
15
日
㈫

提
出
先　
菊
池
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先　
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
５
２

募
集

　
民
話
の
里
・
岩
手
県
遠
野
市
へ
の
市
民

交
流
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
受
け
継
が
れ

る
昔
話
語
り
、
市
民
手
づ
く
り
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
遠
野
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
観
劇
の

ほ
か
、
遠
野
市
の
各
種
グ
ル
ー
プ
と
の
意

見
交
換
会
な
ど
市
民
レ
ベ
ル
で
の
心
温
ま

る
交
流
を
行
い
ま
す
。

と　
き

　
平
成
25
年
２
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰

募
集
人
数　
10
人
（
10
人
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）　

参
加
費　
約
５
万
円

応
募
資
格

　
菊
池
都
市
間
交
流
の
会
に
入
会
し
、
会

員
と
し
て
遠
野
市
な
ど
姉
妹
・
友
好
都
市

と
の
相
互
交
流
や
地
域
の
歴
史
・
文
化
を

学
ぶ
こ
と
に
意
欲
の
あ
る
人
。

応
募
方
法　

応
募
票
の
提
出
が
必
要
で

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
12
月
28
日
㈮
必
着

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

 

菊
池
都
市
間
交
流
の
会
事
務
局

　
（
市
長
公
室
国
際
交
流
係
内
） 　

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
５
２

友
好
都
市
・
岩
手
県
遠
野
市
へ

の
市
民
交
流
団
員
募
集
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

　
恒
例
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
平
成
25
年
１
月
１
日
㈫
㈷

受
付
会
場　
旭
志
総
合
支
所
駐
車
場

受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
10
時

参
加
資
格　
原
則
と
し
て
市
内
在
住
の
人

コ
ー
ス　
３
㌔
・
７
㌔

表　
彰　
各
コ
ー
ス
上
位
３
位
ま
で

　
　
　
　
（
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
）

第
41
回
旭
志
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

大
会
参
加
者
大
募
集

　
高
柳
住
宅
（
３
Ｄ
Ｋ
）
に
１
戸
空
き
部

屋
が
生
じ
ま
し
た
の
で
入
居
希
望
者
を
募

集
し
ま
す
。

受
付
期
間　
12
月
3
日
㈪
～
14
日
㈮

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
必
着
（
期

日
厳
守
）
※
土
・
日
を
除
く

申
込
資
格　
次
の
①
～
⑤
の
全
て
に
該
当

す
る
こ
と
。

① 

持
家
が
な
く
居
住
す
る
た
め
の
住
居
に

困
っ
て
い
る
こ
と
。

高
柳
住
宅
（
旭
志
）

入
居
者
募
集
！

② 

同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚
約
者
な
ど

も
含
む
）
※
単
身
入
居
不
可

③ 

世
帯
の
合
計
月
額
所
得
が
基
準
内
で
あ

る
こ
と
。（
世
帯
の
状
況
に
よ
り
、
合

計
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
以
下
と

21
万
４
千
円
以
下
に
分
か
れ
ま
す
）

④
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

⑤ 

入
居
申
込
者
及
び
同
居
し
よ
う
と
し
て

い
る
親
族
な
ど
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と
。

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
高
柳
住
宅
（
３
Ｄ
Ｋ
）
入
居
申
込
書
▼

住
宅
状
況
申
告
書
▼
住
民
票
謄
本
ま
た
は

戸
籍
謄
本
（
同
居
予
定
者
全
員
が
記
載
さ

れ
続
柄
が
分
か
る
も
の
）
▼
平
成
24
年
度

市
県
民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

（
18
歳
以
上
の
同
居
予
定
者
全
員
分
そ
れ

ぞ
れ
必
要
）
▼
未
納
が
な
い
証
明
書
（
18

歳
以
上
の
同
居
予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ

必
要
）▼
そ
の
他
証
明
書（
婚
約
証
明
書
、

障
害
者
手
帳
の
写
し
な
ど
）

そ
の
他

◦ 

申
込
書
そ
の
他
書
類
な
ど
に
虚
偽
の
申

告
が
あ
っ
た
場
合
、
申
し
込
み
は
無
効

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦ 

平
成
24
年
度
補
充
入
居
申
し
込
み
を
し

て
い
る
人
で
、
今
回
改
め
て
申
し
込
む

人
は
、
入
居
申
込
書
の
み
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◦ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
。
抽
選
の
期
日
は
後

日
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
３

　
小
学
生
の
父
子
で
ラ
ン
チ
に
挑
戦
！

　
パ
ス
タ
と
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
を
作
っ
て

食
べ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
に
も
使
え
る
か
も
！

と　
き　
12
月
15
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
調
理
室

対
象
者　
小
学
生
と
そ
の
父
親

定　
員　
10
組
（
祖
父
も
可
）

参
加
費　
３
０
０
円
（
父
子
２
人
分
）

※ 

定
員
に
達
し
た
ら
締
め
切
り
ま
す
。
エ

プ
ロ
ン
、三
角
巾
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

新
設
す
る
公
園
の
名
前
を

募
集
し
ま
す

「
お
父
さ
ん
と
作
る
は
じ
め
て

の
ラ
ン
チ
」
参
加
者
募
集

「
マ
マ
の
為
の
プ
チ
講
座
」

参
加
者
募
集

本年の元旦マラソン

参
加
料

　
子
ど
も
１
０
０
円
（
中
学
生
以
下
）

　
大
人　
２
０
０
円
（
高
校
生
・
一
般
）

申
込
方
法　
当
日
、
受
付
会
場
で
受
付
時

間
内
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
大
会
中
に
お
け
る
不
慮
の
事
故

な
ど
は
１
日
保
険
の
範
囲
ま
で
と
し
、
そ

れ
以
外
は
全
て
本
人
の
責
任
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
体
育
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
６
２
７

　
菊
池
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
建
物

の
外
壁
に
絵
を
描
い
て
頂
け
る
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
平
成
９
年
と
10
年
に
菊

池
高
校
生
が
描
い
た
壁
画
を
一
新
す
る
予

定
で
す
。

　
下
絵
描
き
で
の
参
加
、
ペ
ン
キ
塗
り
の

ほ
か
、
デ
ザ
イ
ン
だ
け
の
応
募
も
受
け
付

け
ま
す
。
学
校
の
卒
業
記
念
や
会
社
の
交

通
安
全
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
み

ん
な
で
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

デ
ザ
イ
ン　
交
通
安
全
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

も
の
（
飲
酒
運
転
撲
滅
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

全
席
着
用
、
反
射
材
の
活
用
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
利
用
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た

絵
、
標
語
）

と
こ
ろ　
森
北
生
コ
ン
有
限
会
社
（
菊
池

市
森
北
９
４
２
）
外
壁
（
高
さ
９
㍍
×
幅

30
㍍
）

　
放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
高
齢

者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
参

加
の
支
援
を
目
的
に
「
熊
本
さ
わ
や
か
大

学
校
」
を
開
校
し
て
い
ま
す
。
１
年
間
に

わ
た
る
幅
広
い
学
習
や
体
験
を
と
お
し

て
、
生
き
が
い
再
発
見
、
社
会
参
加
、
新

た
な
交
流
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
ま
せ

ん
か
。

入
学
資
格　
県
内
在
住
で
、
学
習
意
欲
の

あ
る
60
歳
以
上
の
人
（
昭
和
28
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）。
た
だ
し
応
募

は
熊
本
校
、
八
代
校
の
い
ず
れ
か
１
校
と

し
、
す
で
に
卒
業
し
た
人
は
受
講
で
き
ま

せ
ん
。

定　
員　
熊
本
校
１
０
０
人

　
　
　
　
八
代
校　
　
80
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

募
集
期
間　
平
成
25
年
２
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　
～
３
月
５
日
㈫
必
着

訓
練
内
容　
情
報
処
理
技
術
習
得
訓
練　

　
　
　
　
　
２
年
間

訓
練
場
所　
身
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
益
城
町
）

応
募
資
格　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を

し
、
高
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
し
た
人
で
特
別

な
介
助
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
な
ど

定　
員　
10
人

募
集
期
限　
平
成
25
年
１
月
21
日
㈪

費　
用　
年
間
２
万
円
程
度

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
立
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

　
☎
０
９
６
（
３
７
８
）
０
１
２
１

　
荒
尾
干
潟
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
な

ど
、
自
然
環
境
に
関
わ
る
最
近
の
動
向
や

基
礎
知
識
が
学
べ
ま
す
。
詳
し
い
募
集
案

内
や
申
込
書
様
式
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.pref.kum

am
oto.jp/

soshiki/44/kouza2012.htm
l

）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

と　
き

◦
12
月
８
日
㈯　
午
後
２
時
～

◦
平
成
25
年
１
月
12
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
熊
本
県
立
大
学

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
熊
本
県
自
然
保
護
課

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
７
４

外
壁
に
絵
を

描
い
て
み
ま
せ
ん
か

放
送
大
学
４
月
生
募
集

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

開
発
訓
練
生
募
集
中

「
生
物
多
様
性
く
ま
も
と
セ
ミ

ナ
ー
」
を
受
講
し
ま
せ
ん
か
！

現在の外壁（森北生コン有限会社）

制
作
時
期

　
平
成
25
年
３
月
上
旬
～
４
月
上
旬

そ
の
他　
必
要
な
道
具
類
や
足
場
な
ど
は

当
協
会
で
準
備
し
ま
す
が
、
現
地
ま
で
の

移
動
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
菊
池
地
区
交
通
安
全
協
会

　
☎
０
９
６
８
（
24
）
０
１
１
０

費　
用　
入
学
金　
　
　
５
０
０
０
円

　
　
　
　
受
講
料　
１
万
２
０
０
０
円

　
　
　
　
（
入
学
時
に
一
括
納
入
）

申
込
方
法　
福
祉
課
、
教
育
委
員
会
な
ど

に
置
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財

団
（
古
川
・
高
橋
）

　
☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３

学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　
平
成
25
年
２
月
28
日
㈭

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w

.ouj.ac.jp/

）
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
（
３
４
１
）
０
８
６
０

　
平
成
25
年
４
月
、
泗
水
町
吉
富
地
区
の

苗
畑
事
業
所
跡
地
に
新
た
に
公
園
が
誕
生

し
ま
す
。
そ
の
象
徴
と
な
る
名
前
を
募
集

し
ま
す
。
完
成
後
の
イ
メ
ー
ジ
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
限　
12
月
14
日
㈮
必
着

応
募
方
法　
公
園
の
名
前
を
記
入
し
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
〒
８
６
１
‐
１
３
９
２

　
菊
池
市
隈
府
８
８
８

　
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
２

　

FA
X

０
９
６
８
（
25
）
５
３
９
８

　
メ
ー
ル

　

toshiseibi@
city.kikuchi.lg.jp

　
子
育
て
中
で
も
何
か
し
た
い
。
そ
ん
な

マ
マ
た
ち
の
た
め
の
プ
チ
講
座
で
す
。
聞

い
た
事
の
あ
る
英
語
の
歌
の
意
味
を
習
っ

て
、
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。
歌
な
ら
赤

ち
ゃ
ん
が
い
て
も
大
丈
夫
。
準
備
の
都
合

上
、前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と　
き　
12
月
７
日
㈮
・
14
日
㈮
・
21
日

㈮　
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ぎ
室

（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対
象
者　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者
（
小
さ
い
お
子
さ
ん
も
一
緒
に
ど

う
ぞ
）

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
２
６
２
７

35 342012 December広報きくち2012 December広報きくち



各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ 0968（25）1000
旭志総合支所　☎ 0968（37）3111
泗水総合支所　☎ 0968（38）2112

と　
き　
12
月
17
日
㈪
～
21
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
徴
税
課

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
徴
税
課

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
８

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族

を
対
象
に
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
話
を
し
ま
せ
ん
か
。
忙
し

い
毎
日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と　
き　
12
月
20
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

内　
容　
介
護
ミ
ニ
講
座
、
茶
話
会

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

　
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、
転
用
（
宅

地
ほ
か
）
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
実
施

し
ま
す
。（
七
城
・
旭
志
・
泗
水
地
区
は

11
月
に
実
施
し
ま
し
た
）

　
相
談
は
、
地
元
農
業
委
員
お
よ
び
農
業

委
員
会
事
務
局
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

農
地
に
関
す
る
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　
き　
12
月
６
日
㈭　

　
午
前
の
部　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
役
所
第
２
庁
舎
１
階

農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　
11
月
、
無
断
転
用
や
不
法
投
棄
、
耕
作

農
地
相
談
を
実
施
し
ま
す

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
認

知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
12
月
18
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館
２
階

　
　
　
　
大
研
修
室

※
講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
差
し

上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

相
談

も
の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
お
悩
み
に
お
応
え
で
き

放
棄
地
の
発
見
・
予
防
を
目
的
に
市
内
全

域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。
長
期
間
耕

作
さ
れ
ず
荒
れ
て
し
ま
い
、
周
囲
に
迷
惑

を
か
け
て
い
る
農
地
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
農
地
が
荒
れ
る
と
病
害
虫
の
発
生
源

や
有
害
鳥
獣
の
隠
れ
場
、
不
法
投
棄
の
温

床
、
景
観
の
悪
化
な
ど
、
地
域
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
農
地
の
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会
事
務
局　

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
５

る
よ
う
、「
も
の
忘
れ
相
談
会
」
を
行
い

ま
す
。
専
門
の
医
師
、
専
門
の
職
員
に
よ

る
相
談
会
で
す
。
ご
家
族
だ
け
で
も
結
構

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。
事
前
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
25
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
会
議
室

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

市
民
の
広
場

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
皆
さ
ん
が
知
ら
せ

た
い
と
思
う
情
報
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

一
つ
の
投
稿
に
つ
き
、
タ
イ
ト
ル
を
含
め

て
16
文
字
×
18
行
ま
で
掲
載
で
き
ま
す
。

　
投
稿
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
編

集
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
長
公
室
広
報
広
聴
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
０

　
メ
ー
ル

　

kouhou@
city.kikuchi.lg.jp

楽
し
い
シ
ョ
ー
・
飲
食
ブ
ー
ス
を
用
意
し

て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と　
き　
12
月
１
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
Ｊ
Ａ
熊
本
山
鹿
青
果
（
無
料
駐

車
場
多
数
あ
り
）
山
鹿
市
南
島
６
８
８

主
な
催
し　
模
擬
セ
リ
、
新
鮮
野
菜
果
物

の
即
売
会
、
英
太
郎
シ
ョ
ー
、
ア
イ
ド

ルL

リ
ン
ク

inQ

ラ
イ
ブ
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売

り
、
城
北
高
校
ダ
ン
ス
部
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
飲
食
ブ
ー
ス
多
数

問
い
合
わ
せ
先

　
市
場
祭
り
実
行
委
員
会　
前ま

え
だ田
吉よ

し
ひ
さ久

　
☎
０
９
６
８
（
44
）
１
１
５
５

ス
リ
ラ
ン
カ
料
理
教
室
生
徒
募
集

　
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
大
手
ホ
テ
ル
で
学

ん
だ
先
生
と
一
緒
に
お
い
し
い
ス
リ
ラ
ン

カ
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
一
人

で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
12
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯
・
15
日

㈯　
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

会　
費　
月
５
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　
田た

な
か中

　
☎
０
９
０
（
５
９
４
７
）
１
３
０
６

菊き
く
か
わ川
滋し

げ
る

氏
教
育
講
演
会

　
菊
池
高
校
と
菊
朋
会
（
菊
池
高
校
同
窓

会
）
は
共
催
で
、
国
土
交
通
省　
技
監　

菊
川
滋
氏
を
お
招
き
し
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
入
場
無
料
。
同
窓
生
お
よ
び
市
民

の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
12
月
4
日
（
火
）　

　
午
後
１
時
40
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
高
校
体
育
館

演　
題　
「
国
土
交
通
行
政
の
最
近
の
話
題
」

講　
師　
国
土
交
通
省　
技
監

　
　
　
　
菊
川
滋
氏

　
　
　
　
（
昭
和
46
年
菊
池
高
校
卒
）

問
い
合
わ
せ
先

　
菊
朋
会
（
菊
池
高
校
同
窓
会
）

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
３
１
７
５

ヨ
ー
ガ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ハ
ー
ト
』

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、「
ヨ
ー
ガ
」

を
し
て
い
ま
す
。
年
齢
な
ど
関
係
な
く
、

誰
に
で
も
で
き
る
「
ヨ
ー
ガ
」
で
す
。

　

お
一
人
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

と　
き　
12
月
18
日
㈫
（
毎
月
第
３
火
曜

日
）　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
ヨ
ー
ガ
は
無
料
で
す
が
、
施
設
使
用
料

（
無
料
～
３
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ハ
ー
ト　
田た

し
ろ代

　
☎
０
９
６
８
（
26
）
４
４
４
９

　
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
未
就
学
児
の
た

め
の
す
く
す
く
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
歌
や
手
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、

折
り
紙
あ
そ
び
や
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作
な
ど

で
す
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と　
き　
12
月
５
日
㈬
・
12
日
㈬
・
19
日

㈬　
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

　
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

※ 

準
備
の
都
合
上
、
前
日
ま
で
に
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
８
（
２
５
）
２
６
２
７

泗
水
か
る
た
会
新
会
員
募
集

　
泗
水
か
る
た
会
で
は
百
人
一
首
競
技
か

る
た
を
初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
楽
し
く

練
習
し
て
い
ま
す
。
か
る
た
は
こ
れ
か
ら

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
あ
な
た
も
「
ち
は
や
ふ

る
」
の
世
界
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と　
き　
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
午
後
２
時
～
５
時

と
こ
ろ　
泗
水
竹
の
下
公
民
館

会　
費　
月
１
０
０
０
円

対　
象　
小
学
生
以
上

問
い
合
わ
せ
先　
岩い

わ
さ
き崎
美み

ほ保

　
☎
０
９
０
（
８
３
９
６
）
８
４
６
８

第
２
回
市
場
感
謝
祭

　
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
菊
池
の
生
産
者

の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
込
め
て
、新
鮮
野
菜・

イ
ベ
ン
ト

す
く
す
く
講
座
開
催

　
地
域
づ
く
り
や
地
域
お
こ
し
に
つ
い
て

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？
日
本
の
地
域
づ

く
り
の
第
一
人
者
、
仕
掛
け
人
が
菊
池
に

や
っ
て
き
ま
す
。
菊
池
が
好
き
、
地
域
が

好
き
、
自
然
が
好
き
、
そ
し
て
“
人
”
が
好

き
な
皆
さ
ん
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

公
開
講
座
日
程

①
12
月
22
日
㈯

◦
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

◦
内
容　
地
域
づ
く
り
実
践
討
論
会

◦ 

講
師　

や
ね
だ
ん
公
民
館
長　

豊と
よ
し
げ重

哲て
つ
ろ
う郎
さ
ん
、
前
総
務
省
人
材
力
活
性

化・連
携
交
流
室
長　
澤さ
わ
だ田
史し
ろ
う朗
さ
ん
、

H

ハ
ロ
ー

ello
さ
つ
ま
代
表　
古ふ
る
た田
妙た
え
こ子
さ
ん

◦
会
場　
菊
池
笹
乃
家

②
平
成
25
年
１
月
20
日
㈰

講
演
・
講
習

「
き
く
ち
地
域
づ
く
り
人
育
成

塾
」
公
開
講
座

◦
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

◦ 

内
容　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
に
つ

い
て
「
人
を
巻
き
込
む
話
し
方
」
～
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
が
教
え
る
心
得
と
そ
の
技
術
～

◦
講
師　

 

大
阪
産
業
大
学
経
済
学
部
客
員

教
授　
森も
り　
吉よ
し
ひ
ろ弘
さ
ん

◦
会
場　
菊
池
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

申
込
方
法　
参
加
希
望
講
座
の
３
日
前
ま

で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　
き
く
ち
地
域
づ

く
り
人
育
成
塾
実
行
委
員
会
事
務
局

　
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
５
０
０
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
８
（
25
）
５
４
３
２

　
メ
ー
ル

　

info@
kikuchi-shakyo.or.jp
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と　き　平成 25 年１月 26 日㈯
　　　　開場　午後５時
　　　　開演　午後５時 30 分
ところ　菊池市文化会館
入場料　一般 2,000 円　高校生以下 1,000 円
※全席指定、当日券は 500 円増
チケット販売所　菊池市文化会館、キャニオン、夢空間、
マルショク泗水店内フォト＆バラエティー、ムサシプラ
ザ、熊本交通センター、ウエッキー、男女共同参画センタ
ー「はあもにい」、チケットぴあ（セブンイレブン、サン
クス）<P コード 180-674>
その他
◦宝くじの助成により特別料金になっています。
◦未就学児の入場できません。
◦ 前売り券完売の場合、当日券の販売はありません。お早

めにお買い求めください。
問い合わせ先
　菊池市文化会館　☎ 0968（24）1101

と　き　12 月 23 日㈰
　　　　開場　午後３時 30 分
　　　　開演　午後４時
ところ　菊池市文化会館
入場料　一般 2,000 円　高校生以下 1,000 円
※全席自由、当日券は 500 円増
チケット販売所　菊池市文化会館、キャニオン、夢空間、
マルショク泗水店内フォト＆バラエティー、ムサシプラ
ザ、熊本交通センター、ウエッキー、男女共同参画センタ
ー「はあもにい」、チケットぴあ（セブンイレブン、サン
クス）<P コード 180-670>
その他
◦未就学児は入場できません。
◦ 前売り券完売の場合、当日券の販売はありません。お早

めにお買い求めください。
問い合わせ先
　菊池市文化会館　☎ 0968（24）1101

魚
うおずみ

住　歩
ほ の か

楓ちゃん
（１歳○菊　北原）
父： 篤嗣さん　母： 聡美さん

じ
い
じ・ば
あ
ば

い
つ
も

あ
り
が
と
う
♡

H23年
12月１日
生まれ

中
な か の

野　喜
よしひと

仁くん
（１歳○旭　平）
父： 浩之さん　母： 万紀子さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ

ん
だ
い
す
き
♡
12
月
か

ら
保
育
園
だ
よ
♬

H23年
12月17日
生まれ 角

か く だ
田　耕

こうへい
平くん

（３歳○菊　七坪）
父： 友和さん　母： 里奈さん

く
り
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
よ
。

よ
う
ち
え
ん
、せ
ん
せ
い

の
と
こ
ろ
、大
好
き
！

H21年
12月８日
生まれ坂

さかもと
本　球

きゅう
くん

（３歳○菊　西正観寺）
父： 拡憲さん　母： 美和さん

H21年
12月４日
生まれ

毎
日

楽
し
く

踊
っ
て
ま
す
♡

岩
い わ ね

根　愛
あ い こ

子ちゃん
（１歳○旭　岩本）
父： 浩二さん　母： 京子さん

H23年
12月28日
生まれ

お
姉
ち
ゃ
ん
い
つ
も

遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♪

飯
いいほし

星　虹
に こ

心ちゃん
（３歳○旭　新明団地）
父： 忠さん　母： 美由紀さん

ま
る
ち
ゃ
ん

い
つ
も
ス
テ
キ
な
笑

顔
を
あ
り
が
と
う
！

H21年
12月15日
生まれ

金
かなみつ

光　能
の あ

愛ちゃん
（１歳○菊　袈裟尾）
父： 信二さん　母： 美鈴さん

H23年
12月30日
生まれ

お
友
達
と
遊
ぶ
の
大

好
き
‼
こ
れ
か
ら
も

仲
良
く
し
て
ね
♡

有
う ど う

働　太
た い ち

智くん
（２歳○泗　桜山２区）
父： 淳一さん　母： 順子さん

H22年
12月23日
生まれ

工
事
現
場
を

み
る
の
が

大
好
き
♡

上
うえむら

村　文
ふ み

実ちゃん
（２歳○菊　高野瀬）
父： 大輔さん　母： 知江さん

じ
ー
、ば
ー
！
誕
生
日

と
ク
リ
ス
マ
ス
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
は
別
よ
♪

H22年
12月24日
生まれ

水
みずかみ

上　塁
る い と

仁くん
（1歳○菊　大琳寺）
父： 真一郎さん　母： 有里子さん

パ
パ
、じ
い
ち
ゃ
ん

早
く
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

し
よ
う
ネ
♡

H23年
12月19日
生まれ

吉
き ら

良　愛
あ い な

菜ちゃん
（１歳○七　雇用促進住宅）
父： 達洋さん　母： 房江さん

お
兄
ち
ゃ
ん
達

大
好
き
♡
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
ね
！

H23年
12月２日
生まれ

岡
おか

　碧
そ ら ね

音ちゃん
（１歳○菊　大琳寺）
父： 祐也さん　母： 美波さん

H23年
12月26日
生まれ

じ
い
じ
、ば
あ
ば
、い
つ

も
あ
り
が
と
う
♪
喜
く

ん
、だ
ぁ
ー
い
す
き
♡

三
み か わ

川　莉
り み

実ちゃん
（２歳○菊　亘）

私たちは
翔
夢
兄
ち
ゃ
ん
、

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
♡

H22年
12月19日
生まれ

双 子

三
み か わ

川　恵
え み

実ちゃん
（２歳○菊　亘）
父： 義彦さん　母： 美江さん

元
気
い
っ
ぱ
い

お
て
ん
ば
娘
に

成
長
中
で
す
４

H22年
12月19日
生まれ

内
うちまき

牧　未
み ゆ

結ちゃん
（３歳○泗　富の原東）

私たちは
な
っ
ち
ゃ
ん
！

大
好
き
♡
一
緒
に
保

育
園
行
こ
う
ネ
！

H21年
12月13日
生まれ

姉 妹

内
うちまき

牧　絆
な つ き

月ちゃん
（１歳○泗　富の原東）
父： 祐信さん　母： 縁さん

お
姉
ち
ゃ
ん
、

い
っ
ぱ
い

あ
そ
ん
で
ね
♡

H23年
12月26日
生まれ

津
つ が わ

川　瑠
る い と
已斗くん

（１歳○菊　東原）
父： 昇さん　母： いづみさん

H23年
12月６日
生まれ

み
ん
な
、い
つ
も
あ

り
が
と
う
！
毎
日
元

気
い
っ
ぱ
い
だ
よ
１

谷
た に だ

田　櫂
か い り

琉くん
（２歳○旭　妻越）
父： 善紀さん　母： 静さん

ね
え
ね
、い
つ
も

遊
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。

H22年
12月16日
生まれ

永
な が た

田　創
そうせい

星くん
（３歳○菊　北原）
父： 進さん　母： 妙子さん

H21年
12月28日
生まれ

か
っ
こ
い
い

ゴ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
に

な
り
た
い
で
す
♡

坂
さかもと

本　昊
こ う し ろ う

士朗くん
（１歳○七　間所）
父： 龍二さん　母： 理佐さん

H23年
12月６日
生まれ

４
人
兄
弟
の

末
っ
子
で
す
！

岩
い わ ね

根明
あ す み

日美ちゃん
（３歳○菊　亘）
父： 正孝さん　母： 絵美さん

H21年
12月26日
生まれ
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田
た な か

中　歌
か れ ん

恋ちゃん
（１歳○泗　富）
父： 雅史さん　母： 茜さん

H23年
12月12日
生まれ
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有
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働　朋
と も か

加ちゃん
（２歳○菊　袈裟尾）
父： 信次郎さん　母： 和美さん

じ
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つ
も
あ
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が
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う
‼

H22年
12月17日
生まれ

佐
さ ぐ ち

口　由
ゆ ら

來ちゃん
（1歳○菊　野間口）
父： 亮太さん　母： 香織さん

じ
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H23年
12月2日
生まれ

青島広志青島広志
おしゃべりコンサート

～クリスマス・イヴの前夜に～
イルカ 40th Anniversary 2012～2013

～共に生きる…この時を～

宝くじ文化公演宝くじ文化公演青島広志青島広志
おしゃべりコンサート

～クリスマス・イヴの前夜に～
イルカ 40th Anniversary 2012～2013

～共に生きる…この時を～

宝くじ文化公演宝くじ文化公演

（続き）
12月29日

㈯

旭志石田医院（内・リハ） 菊池市 0968（37）2037
古賀医院（内・小・循） 菊池市 0968（38）2222
米田産婦人科医院（産・婦・麻） 菊池市 0968（25）2589
斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177
西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561
古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

12月30日
㈰

岩根胃腸科外科医院（胃・外） 菊池市 0968（25）4230
川口病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）2230
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
菊池中央病院（内・整・形） 菊池市 0968（25）3141
岸病院（内） 菊池市 0968（38）2750
七城木村クリニック（内） 菊池市 0968（26）9555
西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

12月31日
㈪

川口病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）2230
菊池有働病院（精） 菊池市 0968（25）3146
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
菊池中央病院（内・整・形） 菊池市 0968（25）3141
岸病院（内） 菊池市 0968（38）2750

平成25年
１月１日

㈫㈷

川口病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）2230
菊池有働病院（精） 菊池市 0968（25）3146
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
菊池中央病院（内・外・整・形） 菊池市 0968（25）3141
岸病院（内） 菊池市 0968（38）2750

１月２日
㈬

川口病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）2230
菊池有働病院（精） 菊池市 0968（25）3146
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
菊池中央病院（内・外） 菊池市 0968（25）3141
岸病院（内） 菊池市 0968（38）2750

１月３日
㈭

川口病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）2230
菊池有働病院（精） 菊池市 0968（25）3146
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
菊池中央病院（内・外・整・形） 菊池市 0968（25）3141
岸病院（内） 菊池市 0968（38）2750

1月6日
㈰

いけざわこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（242）6633
たぶち内科循環器科（内・外） 菊陽町 096（233）3588
川口病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）2230
斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177
小山歯科医院 菊池市 0968（25）2034

12月２日
㈰

まつおか小児科内科（小・内） 合志市 096（227）6213
本多内科胃腸科医院（内・外） 菊陽町 096（232）2021
後藤整形外科医院（整） 菊池市 0968（25）2906
副島耳鼻咽喉科クリニック（耳・ア） 合志市 096（249）1777
もとだ歯科医院 菊池市 0968（38）6373

12月９日
㈰

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520
宮原内科皮フ科医院（内・皮） 菊陽町 096（232）8383
岸病院（外・麻・内・呼・循） 菊池市 0968（38）2750
友田皮ふ科医院（皮） 合志市 0968（248）6211
林歯科医院 菊池市 0968（24）4182
西本真生堂薬局泗水店 菊池市 0968（38）7031

12月16日
㈰

古川医院（内・小・外） 菊陽町 096（232）1566
山縣医院（内・神） 大津町 096（293）4430
山下胃腸科クリニック（胃・内） 合志市 096（345）0600
黒川産婦人科医院（産・婦）  菊池市 0968（25）1071
たかはし歯科医院 菊池市 0968（38）5199

12月23日
㈰㈷

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561
ひかりヶ丘眼科・内科医院（眼・神内・内） 合志市 096（348）6305
岩根胃腸科外科医院（胃・外・消） 菊池市 0968（25）4230
たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（233）3387
光の森歯科クリニック 菊陽町 096（340）2611

12月24日
㈪㈷

西山医院（内・循・小・リハ） 菊池市 0968（25）2561
仁誠会クリニック大津（内・循） 菊陽町 096（232）9595
ナカシマセブンクリニック（消・呼・糖・腎・内分・ア） 合志市 096（288）0777
岡山眼科（眼） 菊池市 0968（25）2209

12月29日
㈯

（表右上に
続く）

赤星医院（内） 菊池市 0968（25）2738
岩根胃腸科外科医院（胃・外） 菊池市 0968（25）4230
川口病院（外・整・内） 菊池市 0968（25）2230
菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164
菊池中央病院（内・外・脳・整・形）
※脳は午前中のみ 菊池市 0968（25）3141

休日在宅当番医
※ 変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレ

ホンサービスセンター☎ 0968(25)3300 でご確認ください。

※  12 月 29 日～平成 25 年１月３日の菊池市外の当番医については上記サービスセンターまでお問い合わせください。
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